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東
ト
協
・
今
年
の
重
大
χ
ỿ
ー
ス

東
ト
協
が
労
຿
ް
生
委
員
会
を
開
催

東
ト
協
支
部
長
会
で
意
見
交
׵

生い
の
ち命

の
メ
ッ
η
ー
ジ
展
を
開
催

全
ト
協
、６
年
度
̜
マ
ー
ク
事
業
所
を
ೝ
定

２４５６7

˔
౦
τ
ڠ
ຊ
෦
ࣄ
຿
ہ

˜
年
末
＝
12
月
2þ
日
 
ま

で
通
常
業
຿

˜
年
࢝
＝
１
月
６
日
 

˔
౦
τ
ڠ
Χ
ồ
υ
ϩ
ỽ
Χ
ồ

˜
年
末
＝
12
月
30
日
 
は

ޕ
後
３
時
ま
で
、
ಉ
31
日
 

は
正
ޕ
ま
で
Ӧ
業

˜
年
࢝
＝
１
月
４
日
​
か

ら
通
常
Ӧ
業

೥
຤
೥
࢝
ͷ
ۀ
຿

東
ト
協
は
12
月
19
日
、
東

ト
総
߹
会
館
で
、
第
１
１
２

回（
令
和
６
年
度
第
１
回
）

東
京
都
交
付
金
事
業
৹
ٞ
委

員
会
を
開
催
し
、
委
員
長
に

୞
ࠊ
ݑ
ٱ
）ࢯ
ݩ
東
京
都
都

ࢢ
੔
備
ہ
長
）を
選
೚
し
、

委
員
長
৬
຿
代
理
に
安
原

ܟ
༟
）ࢯ
ݩ
関
東
運
༌
ہ
長
）

を
指
名
。
交
付
金
事
業
༧
算

に
つ
い
て
৹
ٞ
し
、７
年
度

事
業
実
ࢪ
計
ը
策
定
に
౰
た

っ
て
の
基
本
的
考
え
方
を
承

ೝ
し
た
。

๯
಄
、
水
໺
ޭ
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
協
会
の
事
業

活
動
の
原

資
と
な
る

運
༌
事
業

振
ڵ
ॿ
੒

交
付
金
は
、７
年
度
以
߱
に

お
い
て
現
行
ֹ
の
֬
อ
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
、

限
ら
れ
た
ࡒ
ݯ
を
基
に
౰
協

会
が
௚
面
す
る
ॾ
՝
題
の
ղ

決
に
向
け
、事
業
が
ޮ
率
的・

ޮ
果
的
に
実
ࢪ
さ
れ
る
よ

う
、
実
ࢪ
計
ը
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
方

向
ੑ
に
つ
い
て
ご
৹
ٞ
い
た

だ
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

ま
た
、「
会
長
ब
೚
以
来
、

ド
ラ
イ
バ
ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト

の
ࢹ
఺
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
ॲ
۰
改
ળ
や
݈
߁
؅
理
な

ど
に
取
り
組
み
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
社
会
的
地
位

の
向
上
を
目
指
し
て
き
た
。

災
害
時
の
ۓ
急
物
資
༌
送

の
੔
備
、
交
通
安
全
、
事

故
๷
ࢭ
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物

流
̜
メ
ン
お
よ
ͼ
̜
メ
ン

調
査
員
に
よ
る

取
引
の
適
正
化

な
ど
に
一
૚
஫

力
し
て
い
く
こ

と
で
、
物
流
の

２
０
２
４
年
問

題
を
ؚ
め
業
界

の
様
々
な
困
難

な
՝
題
に
対
応

し
て
い
く
」
と

し
た
。

こ
の
後
、
ٞ

事
に
入
り
、
６

年
度
の
交
付
金

東
京
都
は
12
月
１

日
か
ら
７
日
ま
で
、

年
末
に
増
Ճ
す
る
交

通
事
故
の
཈
ࢭ
を
ਤ

る
た
め
、
警
ࢹ
ி
、

各
ࢢ
区
町
ଜ
、
関
܎

ػ
関
・
ஂ
体
と
連
ܞ

し
て
、「
Ｔ
̤
̠
̮

̤
交
通
安
全
キ
ャ
ン

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
水
野
功
会
長
）は

øù
月
ùù
日
、東
ト
総
合
会
館
７
階
大
会
議
室

で
、令
和
６
年
度「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」児
童
絵

画
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

表
彰
式
で
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
、だ
い
す
き
」の
か

け
声
で
の
記
念
撮
影
に
参
加
者
一
同
多
い
に

盛
り
上
が
り
、素
敵
な
作
品
と
と
も
に
、子
ど

も
た
ち
の
思
い
が
届
け
ら
れ
た
。

表
জ
ࣜ
に
は
、
入
賞
ࣇ
ಐ

と
そ
の
อ
ޢ
者
な
ど
が
出
੮

し
、
最
༏
ल
賞（
東
京
運
༌

支
ہ
長
賞
）の
ശ
࡚
ᣦ
࡙
さ

ん（
ߥ
઒
区
立
ࣚ
入
小
学
ߍ
）

を
は
じ
め
、
༏
ल
賞
・
Ղ
࡞

入
賞
の
ࣇ
ಐ
21
人（
都
߹
に

よ
り
４
人
ܽ
੮
）に
表
জ
状

と
෭
賞（
ਤ
書
カ
ー
ド
）を

ଃ
り
、表
জ
し
た
。

今
年
度
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
都
内
の
小
学
ߍ
な
ど
か

ら
、７
１
４
఺
の
応
募
が
あ

り
、
ࣇ
ಐ
ֆ
ը
࡞
඼
コ
ン
テ

ス
ト
選
考
小
委
員
会
で
৹

査・選
考
の
上
、最
༏
ल
賞
の

東
京
運
༌
支
ہ
長
賞（
１
఺
）

を
は
じ
め
、
༏
ल

賞（
低・
中・
ߴ
学

年
の
部
各
３
఺
の

東
ト
協
労
຿
ް
生
委
員
会

（
大
∁
一
ٛ
委
員
長
）は
12

月
1þ
日
、
会
員
事
業
者
に
対

し
て「
定
期
݈
߁
਍
அ
の
֬

実
な
受
਍
ٴ
ͼ
ॿ
੒
申
੥
の

再
周
知
に
つ
い
て
」
を
発
出

し
、
๏
令
९
क
、
事
故
の
未

然
๷
ࢭ
、
現
在
ϋ
ン
ド
ル
を

Ѳ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
݈
߁
で

長
く
ۈ
຿
で
き
る
よ
う
、
定

期
݈
߁
਍
அ
の
֬
実
な
受
਍

を
ٻ
め
た
。
あ
わ
せ
て
定
期

計
９
఺
）、Ղ
）࡞
11
఺
）を
決

定
し
た（
ೖ
৆
ऀ
໊
ɾ
ೖ
৆
࡞

඼
͸
̍
݄
ø÷
೔
߸
ʹ
ܝ
ࡌ
）。

開
催
に
౰
た
り
、
水
໺
会

長
が
、
྘
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ

ク
の
໾
割
を
આ
明
し
、「
皆
さ

ん
も
交
通
ル
ー
ル
を
क
り
、

交
通
事
故
に
ૺ
わ
な
い
よ
う

に
஫
意
し
て
ほ
し
い
。
大
人

に
な
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
に

྘
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
こ

と
を
応
ԉ
し
て
く
れ
る
と
う

れ
し
い
」と
呼
ͼ
か
け
た
。

続
い
て
、
東
運
支
ہ
の
৫

ా
ཅ
一
支
ہ
長
が「
皆
さ
ん

の
ඳ
い
た
ֆ
を
見
て
、
色
々

な
こ
と
を
考
え
て
く
れ
た
こ

と
が
と
て
も
ָ
し
か
っ
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
ト
ラ
ッ

ク
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
」と
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
水
໺
会
長
が
Ղ

࡞
入
賞
者
を
表
জ
。
༏
ल
賞

と
し
て
、
東
ト
協
会
長
賞
を

水
໺
会
長
が
、
運
༌
安
全
委

員
長
賞
を
後
౻
༟
ོ
運
༌
安

全
෭
委
員
長
が
、広
ใ・৘
ใ

委
員
長
賞
を
௟
目
ོ
༤
෭
会

長
が
そ
れ
ͧ
れ
त
༩
。
最
後

に
、
東
運
支
ہ
の
৫
ా
支
ہ

長
が
最
༏
ल
賞
を
ଃ
っ
た
。

最
༏
ल
賞
を
受
賞
し
た
ശ

࡚
さ
ん
は
、
࢘
会
者
の
質
問

に「
心
が
ド
ク
ド
ク
し
て
、

め
っ
ち
Ỵ
う
れ
し
い
」
と
ت

ͼ
の
੠
を
伝
え
、
動
物
が
た

く
さ
ん
乗
っ
て
い
る
ト
ラ

事
業
の
ࣥ
行
状
況
を
ใ
告
し

た
上
で
、
ಉ
༧
算
に
܎
る
新

規
・
֦
ॆ
事
業
の
今
後
の
ࣥ

行
༧
定
に
つ
い
て
આ
明
し
、

৹
ٞ
・
承
ೝ
。
さ
ら
に
、７

年
度
交
付
金
事
業
༧
算
に
つ

い
て
、
事
業
計
ը
策
定
に
౰

た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方
、

༧
算（
交
付
金
༧
算
を
ؚ
Ή
）

の
ϙ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
આ
明

し
、৹
ٞ
・
承
ೝ
し
た
。

来
年
度
の
基
本
的
考
え
方

と
し
て
は
、「
新
規
事
業
に
つ

い
て
積
ۃ
的
に
検
౼
す
る
」

「
ࣥ
行
率
が
低
い
事
業
に
つ

い
て
は
ॖ
小・廃
ࢭ
を
ؚ
め
、

ඞ
ཁ
な
見
௚
し
を
行
う
」「
事

業
の
֦
ॆ
に
ඞ
ཁ
な
༧
算
を

計
上
す
る
」「
収
入
の
֬
実
な

֬
อ
に
努
め
る
」「
各
常
೚
委

員
会
な
ど
と
の
連
བྷ
・
意
見

調
੔
を
౿
ま
え
た
事
業
案
と

し
、
一
般
会
計
と
も
े
分
に

連
ܞ
・
੔
߹
さ
せ
る
」
の
５

߲
目
に
つ
い
て
承
ೝ
し
た
。

来
年
度
は
、７
年
度
༧
算

の
ϙ
イ
ン
ト
と
し
て
、
限
ら

れ
た
資
ݯ
の
中
で
ߋ
な
る
ޮ

率
ੑ
を
ٻ
め
、「
選
୒
と
集

中
」
の
༧
算
を
編
੒
す
る
と

し
、
新
規
・
֦
ॆ
事
業
と
し

て
４
߲
目
、
検
ূ
・
見
௚
し

事
業
と
し
て
４
߲
目
に
つ
い

て
も
承
ೝ
し
た
。

৹
ٞ
委
員
会
で
は
、
୞
ࠊ

委
員
長
や
出
੮
委
員
か
ら
、

化
ੴ
೩
料
に
関
わ
る
؀
境
対

策
事
業
見
௚
し
の
۩
体
的
な

方
向
、
標
準
的
運
賃
収
受
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
関

す
る
質
問
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
事
຿
ہ
が

؀
境
に
つ
い
て
は
؀
境
委
員

会
の
中
で
小
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
検
౼
状
況
を
౿

ま
え
て
い
く
こ
と
や
、協
会
の

標
準
的
運
賃
の
ಧ
出
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
આ
明
し
た
。

ϖ
ー
ン
」
を
展
開
し

た
。キ

ャ
ン
ϖ
ー
ン
期

間
中
の
５
日
に
は
、

東
京
ߴ
速
道
࿏
交
通

安
全
協
ٞ
会
が
警
ࢹ

ி
ߴ
速
道
࿏
交
通
警

࡯
ୂ
と
協
力
し
、
ट

都
ߴ
速
１
号
Ӌ
ా
線

上
り
平
和
島
̥
̖

で
、「
重
大
交
通
事

故
๷
ࢭ
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
」
と

し
て
、
̥
̖
を
ར
用
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
に
事
故
๷
ࢭ
を
呼

ͼ
か
け
る
߹
ಉ
街
಄
活
動
を

実
ࢪ
し
た
。

ಉ
協
ٞ
会
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
東
ト
協
適
正
化
事
業
部

の
৬
員
が
参
Ճ
し
、
྘
ナ
ン

バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
、
ܒ
発
チ
ラ

シ
を
手
౉
し
、
௥
ಥ
な
ど
の

事
故
๷
ࢭ
に
努
め
る
よ
う
ٻ

め
た
。

な
お
、
13
日
に
も
中
ԝ
自

動
車
道
Լ
り
ੴ
઒
̥
̖
で
ಉ

様
の
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
を
実
ࢪ

し
た
。

݈
਍
を
受
਍

し
た
ࡍ
は
、

ॿ
੒
金
の
申

੥
を
呼
ͼ
か
け
て
い
る
。

東
ト
協
適
正
化
事
業
部
に

よ
る
巡
回
指
ಋ
に
お
い
て
、

会
員
事
業
者
の
中
に
定
期
݈

਍
が
未
受
਍
で
あ
る
指
摘
が

ۃ
め
て
多
い
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
定
期
݈
਍
の
未
受

਍
が
１
人
で
も
֬
ೝ
さ
れ
れ

ば
、
指
摘
の
対
象
と
な
り
、

国
の
؂
査
で
֬
ೝ
さ
れ
た
場

߹
、
行
政
ॲ
分
の
対
象
と
な

る
。

ま
た
、
東
ト
協
が
ࡢ
年
度

実
ࢪ
し
た
定
期
݈
߁
਍
அ
の

ॿ
੒
金
の
申
੥
者
数
が
、
全

会
員
事
業
者
数
の
ý0
％
に
ຬ

た
な
い
割
߹
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
４
月
１
日
付
で

「
定
期
݈
߁
਍
அ
の
֬
実
な

実
ࢪ
に
つ
い
て
」
の
文
書
を

発
出
し
、
受
਍
率
の
向
上
を

ٻ
め
る
と
と
も
に
、
݈
਍
費

用
の
一
部
ॿ
੒
を
２
０
０
０

ԁ
に
増
ֹ
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
೴
̢
̧
̞
݈
਍

の
実
ࢪ
に
つ
い
て
」
を
発
出

し
、ド
ラ
イ
バ
ー
が
重
大
事
故

を
起
こ
す
前
に
検
査
を
検
౼

す
る
よ
う
ٻ
め
た
。
現
時
఺

で
ॿ
੒
事
業
に
19
社
の
受
付

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
会
員

事
業
者
数
の
６
％
の
状
況
。

運
転
中
に
೴
݂
؅
࣬
ױ
を

ಥ
然
発
঱
す
る
と
、
運
転
ૢ

࡞
が
困
難
に
な
る
た
め
重
大

事
故
に
ࢸ
る
ة
ݥ
ੑ
が
あ

り
、
国
土
交
通
省
の
Ψ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
೴
݂
؅
࣬
ױ
リ

ス
ク
の
ߴ
い
人
か
ら
༏
先
し

て
受
਍
さ
せ
、
正
常
で
あ
っ

た
場
߹
で
も
、３
年
に
１
回

ఔ
度
を
目
安
に
受
਍
す
る
こ

と
を
推
঑
し
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
ॿ
੒

対
象
年
ྸ
を
40
ࡀ
以
上
に
֦

大
し
て
い
る
。

ッ
ク
の
ֆ
に
つ
い
て
、「
ָ

し
い
ト
ラ
ッ
ク
に
な
る
よ
う

に
」
と
の
思
い
を
ࠐ
め
て
ඳ

い
た
と
౴
え
て
く
れ
た
。

表
জ
後
、
入
賞
し
た
ࣇ
ಐ

た
ち
は
ه
೦
ࡱ
影
に
ྟ
み
、

「
ト
ラ
ッ
ク
、だ
い
す
き
」の
言

葉
で
最
ߴ
の
স
إ
を
൸
࿐

し
、
子
ど
も
た
ち
の
一
言
は

運
送
業
の
流
れ
を
変
え
る
大

き
な
一
歩
と
な
り
そ
う
だ
。

な
お
、ಉ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
Ҩ
ࣇ

౳
ॿ
੒
ࡒ
ஂ
と
の
ڞ
催
、
東

運
支
ہ
・
東
京
都
ڭ
ҭ
委
員

会
・
東
京
都
子
ど
も
会
連
߹

会
の
後
ԉ
、
Ｔ
̾
̺
͈
̾
̵

̼
の
協
力
に
よ
り
開
催
。

ʮ̩̤ ̠̮ ̤ަ௨҆શΩϟϯϖーϯʯ౦ژ౎

౦ト協

̓
೥
౓
事
業
ͷ
ج
ຊ
త
ߟ
͑
ํ
Λ
ঝ
ೝ

ủ
ఆ
ظ
݈
਍
Ứủ
೴
̢
̧
̞
݈
਍
Ứ

ड
਍
ଅ
ਐ
ٻ
Ί
Δ

ަ෇ۚۀࣄ৹ٞҕһձ౦ ト 協
ୈ̍̍ ̎ճ

ॏ
େ
事
ނ
๷
ࢭ
Λ
ݺ
ͼ
͔
͚

東
ト
協

࠷
優
ल
৆
͸
ശ
࡚
ᣦ
࡙͞
Μ

ೖ
৆
ùø
ਓ
ͷ
ࣇ
ಐ
Λ
ද
জ

トラック、だいすき
児童絵画作品コンテスト表彰式౦ト協 ̒೥౓

ʹ඼ͱͱ΋࡞�Αಧ͚͍ࢥ

事
業
ͷ
ߋ
ͳ
Δ
ޮ
཰
ੑ
Λ
ٻ
Ί

ủ
બ
୒
ͱ
ू
த
Ứ༧
ࢉ
΁



第1311号 ̎̌ ̎̐ ೥ʢྩ࿨̒೥ʣ1�݄�5೔ （ � ）૯ ߹

一
、第
９
代
会
長
に
水
野
功
氏
が
就
任
し
、物
流
の
「
２
０
２
４
年
問
題
」
を
契
機
と
し
て
業
界
が
転
換

期
を
迎
え
る
中
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
に
立
っ
て
適
正
運
賃
の
収
受
や
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
、業
界
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
取
り
組
む

一
、東
ト
協
会
員
事
業
者
の
「
標
準
的
運
賃
」
届
出
率
向
上
の
た
め
に
物
流
政
策
委
員
会
の
中
で
小
委

員
会
を
設
置
し
、本
部
と
支
部
が
一
丸
と
な
っ
て
会
員
事
業
者
の
届
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

一
、物
流
の「
２
０
２
４
年
問
題
」
に
対
し
、都
民
に
向
け
て
一
般
紙（
読
売
新
聞
東
京
・
多
摩
版
）に
よ

り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
の
改
善
や
働
き
方
改
革
の
推
進
、
社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
重

要
な
役
割
を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
支
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
読
売
広
告
大
賞
準

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

一
、会
員
事
業
者
に
お
け
る
人
材
確
保
の
促
進
を
図
る
た
め
、
各
支
部
が
東
京
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
募
集
説
明
会
を
開
催
し
、
各
種
助
成
事
業
と
合
わ
せ
て
、
求
人
情
報

の
効
率
的
な
提
供
機
会
の
拡
大
を
図
る

一
、能
登
半
島
地
震
や
東
北
・
能
登
半
島
で
の
豪
雨
災
害
に
際
し
、
東
京
都
及
び
都
内
自
治
体
の
要
請

に
応
じ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
被
災
地
へ
の
救
援
物
資
輸
送
を
行
っ
た
ほ
か
、「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
」
開
催
に
合
わ
せ
て
、能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
復
興
支
援
を
行
っ
た

一
、物
流
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
や
改
正
物
流
効
率
化
法
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
新
た
に
適
正
化
事
業

調
査
員（
Ｇ
メ
ン
調
査
員
）を
選
任
す
る
な
ど
の
体
制
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
違
反
原
因
行
為
に

対
す
る
荷
主
・
物
流
事
業
者
等
か
ら
の
情
報
収
集
や
調
査
な
ど
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ

メ
ン
と
連
携
実
施
す
る

一
、「
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」
の
達
成
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、「
生
命
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
展
」
を
同
時
開
催
し
、交
通
事
故
で
失
わ
れ
た
ø÷
命
の
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
こ
と
で
、セ
ミ
ナ

ー
参
加
者
に
対
し
、
命
の
尊
さ
や
飲
酒
運
転
の
怖
さ
を
感
じ
・
考
え
て
頂
く
と
と
も
に
、
事
故
の

未
然
防
止
を
呼
び
掛
け
た

一
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
全
国
大
会
で
東
ト
協
の
代
表
選
手
が
ト
レ
ー
ラ
部
門
で

優
勝（
警
察
庁
長
官
賞
・
全
ト
協
会
長
賞
を
受
賞
）し
た

国
土
交
通
省
は
、
流
通
業

຿
の
総
߹
化
ٴ
ͼ
ޮ
率
化
の

促
進
に
関
す
る
๏
཯
ٴ
ͼ
՟

物
自
動
車
運
送
事
業
๏
の
一

部
を
改
正
す
る
๏
཯
の
ࢪ

行
に
൐
う
関

܎
省
令
・
告

示
案
に
つ
い

て
、
来
年
１
月
５
日
ま
で
意

見
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

意
見
募
集
の
対
象
は
、
ᶃ

՟
物
自
動
車
運
送
事
業
者
౳

の
՟
物
自
動
車
運
送
໾
຿
の

持
続
Մ
能
な
ఏ
ڙ
の
֬
อ
に

東
京
都
は「
東
京
物
流
ビ

ζ
」
の
一
؀
と
し
て
、
運
送

事
業
者
に
対
し
て
՟
物
車
ற

車
ス
ϖ
ー
ス
の
ແ
ঈ
ఏ
ڙ
事

業
を
行
っ
て
い
る
が
、
12
月

５
日
か
ら
新
た
に
஥
࿡
郷
第

）ࡾ
大
ా
区
஥
࿡
郷
ࡾ
ஸ
目

31
番
）の
運
用
を
開
࢝
し
た
。

ط
に
運
用
を
行
っ
て
い
る
1þ

か
所
と
߹
わ
せ
て
1ÿ
か
所

（
2þ
車
ࣨ
）と
な
り
、今
年
度

事
業
で
༧
定
さ
れ
て
い
る
ற

車
ス
ϖ
ー
ス
を
全
て
ར
用
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
事
業
は
、
物
流
の
ޮ
率

化
に
向
け
て
、
公
ڞ
ற
車
場

な
ど
を
都
が
֬
อ
し
、
運
送

事
業
者
に
ແ
ঈ
で
ఏ
ڙ
す
る

も
の
。
ఏ
ڙ
ற
車
場
近
辺
へ

令
和
６
年
度
の
ิ
正
༧
算

案
が
、
12
月
1þ
日
に
参
ٞ
Ӄ

資
す
る
運
転
者
の
運
送
ٴ
ͼ

ՙ
໾
౳
の
ޮ
率
化
に
関
す
る

൑
அ
の
基
準
と
な
る
べ
き
事

߲
を
定
め
る
省
令
案
、
ᶄ
՟

物
自
動
車
関
連
事
業
者
の
՟

物
自
動
車
運
送
໾
຿
の
持
続

Մ
能
な
ఏ
ڙ
の
֬
อ
に
資
す

る
運
転
者
の
運
送
ٴ
ͼ
ՙ
໾

౳
の
ޮ
率
化
に
関
す
る
൑
அ

の
基
準
と
な
る
べ
き
事
߲
を

定
め
る
省
令
案
、
ᶅ
国
交
省

の
集
഑
送
な
ど
、
物
流
事
業

者
関
܎
車
両
の
一
時
的
な
ར

用
が
Մ
能
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
՟
物
集
഑
中
の
車
両
に

܎
る
ற
車
規
制
の
見
௚
し
の

推
進
に
関
す
る
ཁ
๬
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
ແ
料
の
ற
車
ス
ϖ

ー
ス
が
ఏ
ڙ
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
会
員
事
業
者
に
対

し
て
積
ۃ
的
な
ར
用
を
呼
ͼ

か
け
て
い
る
。
現
在
ఏ
ڙ
さ

れ
て
い
る
ற
車
ス
ϖ
ー
ス
が

バ
ン
ܕ
車
や
２
Ἁ
シ
ョ
ー
ト

な
ど
で
の
ར
用
に
限
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
今
後
事
業
の

֦
大
を
ཁ
๬
す
る
に
౰
た

り
、
ར
用
す
る
姿
੎
を
示
す

で
Մ
決
、
੒

立
し
た
。

国
土
交
通

省
関
܎
で

関
܎
流
通
業
຿
の
総
߹
化
ٴ

ͼ
ޮ
率
化
の
促
進
に
関
す
る

๏
཯
ࢪ
行
規
ଇ
ٴ
ͼ
ಠ
立
行

政
๏
人
మ
道
建
ઃ
・
運
༌
ࢪ

ઃ
੔
備
支
ԉ
ػ
ߏ
に
関
す
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
案
、
ᶆ
՟
物
自

動
車
運
送
໾
຿
の
持
続

Մ
能
な
ఏ
ڙ
の
֬
อ
に
資
す

る
運
転
者
の
運
送
ٴ
ͼ
ՙ
໾

౳
の
ޮ
率
化
の
推
進
に
関
す

る
基
本
的
な
方
਑
案
。

意
見
募
集
ཁ
ྖ
な
ど
の
ৄ

ࡉ
は
、̴
―̜
̾
ͅ
を
参
র
。

こ
と
が
重
ཁ
と
な
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
ར
用
登
࿥
す
る
こ

と
が
ٻ
め
ら
れ
る
。

ற
車
場
の
ར
用
を
ر
๬
す

る
事
業
者
は
、
ᶃ「
東
京
物

流
ビ
ζ
」
へ
の
参
Ճ
登
࿥
な

ら
ͼ
に
՟
物
車
ற
車
ス
΃
ー

ス
ఏ
ڙ
事
業
ར
用
登
࿥
申

੥
、
ᶄ
パ
ス
ワ
ー
ド
・
ར
用

ূ
の
発
行（
都
か
ら
登
࿥
ア

ド
レ
ス
へ
通
知
を
行
い
、
ར

は
、
཮
・
海
・
空
の
༌
送
Ϟ

ー
ド
を
活
用
し
た
新
た
な
Ϟ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
、
物
流
ڌ
఺

の
੔
備
、自
動
化
・
ػ
ց
化
・

脱
୸
ૉ
化
・
物
流
標
準
化
・

σ
ー
タ
連
ܞ
౳
に
よ
る
物
流

の
ޮ
率
化
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物

流
̜
メ
ン
や
改
正
物
流
๏
の

着
実
な
実
ࢪ
な
ど
に
よ
る
঎

׳
行
の
見
௚
し
、
再
഑
ୡ
࡟

減
に
向
け
た
多
様
な
受
取
方

用
登
࿥
が
完
ྃ
す
る
。

ར
用
方
๏
、
ར
用
上
の
஫

意
఺
な
ど
は
、
東
京
物
流
ビ

ζ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
を
参
র
。

๏
の
実
ূ
な
ど
に
よ

る
ՙ
主
・
ফ
費
者
の

行
動
変
༰
な
ど
を
推

進
す
る「
物
流
の
ֵ

新
と
持
続
的
੒
長
に

向
け
た
中
長
期
計
ը

を
౿
ま
え
た
取
組
౳

の
推
進
」
の
た
め
、

ÿ0
ԯ
３
０
０
０
万
ԁ

を
ॆ
て
る
。

ま
た
、
平
常
時
、

災
害
時
問
わ
ず
物
流

ػ
能
を
୲
う
自
動
車
運
送
事

業
者
の
労
ಇ
生
࢈
ੑ
向
上

を
ਤ
る
た
め
、「
大
ޱ
・
多

ස
度
割
引
の
最
大
割
引
率

を
40
％
か
ら
50
％
に
֦
ॆ

す
る
ા
置
」
を
令
和
８
年
３

月
末
ま
で
Ԇ
長
す
る
た
め
、

˜
問
い
߹
わ
せ
先
＝
東
京

都
都
ࢢ
੔
備
ہ
都
ࢢ
基
൫
部

交
通
企
ը
՝
調
査
୲
౰（
ὸ

03
・
５
３
８
８・３
２
８
３
）

þþ
ԯ
５
７
０
０
万
ԁ
を
計
上

し
た
。

さ
ら
に
、
自
動
車
運
送
業

に
お
け
る
人
ࡐ
֬
อ
の
た

め
、
外
国
人
ࡐ
の
受
け
入
れ

؀
境
の
੔
備
౳
を
推
進
す

る
ほ
か
、
঎
用
電
動
車
の
さ

ら
な
る
ී
ٴ
促
進
の
た
め

バ
ッ
テ
リ
ー
再
ར
用
実
ূ

事
業
౳
を
実
ࢪ
す
る「
運
༌

業
、
海
運
業
な
ど
に
お
け
る

人
ࡐ
֬
อ
・
ҭ
੒
な
ど
」
に

12
ԯ
７
２
０
０
万
ԁ
が
੝
り

ࠐ
ま
れ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も「
自
動
運

転
の
ී
ٴ
・
促
進
に
向
け
た

『
道
࿏
シ
ス
テ
ム
の
̙
̭
』の

推
進
」
に
59
ԯ
７
０
０
０
万

ԁ
が
ા
置
さ
れ
た
。
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改
正
๏
は
、「
物
流
事
業

者
か
ら
定
期
的
に
ア
ン
έ
ー

ト
調
査
し
、
回
౴
に
基
ͮ
い

て
主
ཁ
な
ՙ
主
౳（
ݩ
੥
け

を
ؚ
Ή
）を
ந
出
し
、
ՙ
待

ち
・
ՙ
໾
時
間
の
୹
ॖ
、
積

ࡌ
率
の
向
上
に
関
し
て
߲
目

ผ
に
೺
Ѳ
し
、
こ
れ
ら
を
఺

数
化
し
て
఺
数
の
ߴ
い
者
・

低
い
者
も
ؚ
め
公
表
す
る
」

と
明
ه
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、「
ア
ン
έ

ー
ト
結
果
だ
け
に
よ
っ
て
఺

数
化
さ
れ
る
の
は
٬
؍
ੑ
に

ٙ
問
」「
ՙ
主
に
対
す
る
実
ଶ

の
ώ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
上

で
൑
அ
を
」「
఺
数
の
低
い
者

が
公
表
さ
れ
た
場
߹
、
企
業

間
の
公
平
な
ڝ
૪
を
્
害
す

る
ڪ
れ
が
あ
る
」
な
ど
反
対

す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ՙ
主
が
ど
こ
ま
で
本
気
に
な

っ
て
取
り
組
Ή
か
は
不
ಁ
明

な
状
況
。
日
本
঎
޻
会
ٞ

所
が
実
ࢪ
し
た「
物
流
２
０

２
４
年
問
題
へ
の
対
応
」
調

査
結
果
に
よ
る
と
、
物
流
ޮ

率
化
に「
取
り
組
Ή
ඞ
ཁ
が

な
い
」
と
回
౴
し
た
企
業
は

29
・
８
％
を
઎
め
た
。
う
ち

３
割
は「
何
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
、
国

が
൑
அ
基
準
を
示
し
て
い
る

の
に
ま
る
で
ଞ
人
事
の
よ
う

だ
。
と
り
わ
け
着
ՙ
主
は
、

「
２
０
２
４
年
問
題
に
取
り

組
Ή
」
と
回
౴
し
た
割
߹
が

わ
ず
か
2ý
・
１
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
物
流
に
も
っ
と

目
を
向
か
せ
、
重
ཁ
ੑ
を
ೝ

識
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
果
た
す

໾
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
ཁ

ੑ
を
増
し
て
い
く
と
み
ら
れ

る
。（

ϥ
Π
λ
ồ

ᖒ
ా
੣
）

し
か
し
３
省
は
、「
ՙ
主

が
実
ࡍ
に
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
状
況
を
ώ
ア
リ
ン
グ
す

る
な
ど
適
切
に
実
ଶ
を
೺
Ѳ

す
る
」と
し
つ
つ
も
、「
఺
数

の
低
い
者
を
公
表
の
対
象
か

ら
আ
外
す
る
の
は
適
切
で
な

い
」
と
、
அ
ݻ
と
し
た
姿
੎

を
示
し
た
。

前
回（
ø÷
݄
ùü
೔
߸
）の
こ

の
紙
面
で
も
৮
れ
た
が
、
企

業
名
を
公
表
す
る
こ
と
ま
で

し
な
い
と
２
０
２
４
年
問
題

は
乗
り
切
れ
な
い
と
の
ة
ዧ

の
表
れ
と
見
て
取
れ
る
。

こ
う
し
た
行
政
側
の
姿
੎

は
、
意
見
募
集
に
対
す
る
回

౴
の
ࢸ
る
所
で
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

ՙ
待
ち・̔
໾
時
間
を「
１

運
行
౰
た
り
計
２
時
間
以

で
１
回
と
す
る
の
か
」
の
質

問
に
対
し
、「
受
け
౉
し
ご

と
に
原
ଇ
１
時
間
以
内
と
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
」
と
回
౴

し
て
い
る
。

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
؇
和
に

つ
い
て
も
、「
小
ച
り
が
メ

ー
カ
ー
や
Է
ച
事
業
者
に
ܽ

඼
時
の
േ
ଇ
を
ઃ
け
て
い
る

έ
ー
ス
が
多
い
」「
ܽ
඼
時
の

ϖ
ナ
ル
テ
ỹ
を
ڪ
れ
、
リ
ー

ド
タ
イ
ム
が
୹
い
ೲ
඼
が
生

じ
て
い
る
」
と
の
指
摘
に
対

し
、「
ܽ
඼
に
対
す
る
ϖ
ナ

ル
テ
ỹ
の
見
௚
し
に
向
け
た

関
܎
者
の
理
ղ
と
実
ફ
が
ඞ

ཁ
」
と
回
౴
し
、
例
外
は
ೝ

め
な
い
姿
੎
を
貫
い
て
い
る
。

改
正
๏
で
は
、
一
定
規
模

以
上
の
ՙ
主
・
物
流
事
業
者

（
特
定
事
業
者
）に
対
す
る

物
流
改
ળ
実
ࢪ
状
況
の
ラ
ン

ク
ධ
価
を
、
２
０
２
６
年
４

月
か
ら
実
ࢪ
す
る
。「
༧
期

せ
͵
風
ධ
ඃ
害
が
発
生
し
な

い
よ
う
、
े
分
な
検
౼
を
行

う
べ
き
」と
の
意
見（
ݒ
೦
）

に
対
し
、「
ラ
ン
ク
ධ
価
に

よ
り
見
え
る
化
を
し
、
企
業

の
努
力
が
ফ
費
者
や
ࢢ
場
か

ら
の
ධ
価
に
つ
な
が
る
࢓
組

み
を
創
ઃ
す
る
」と
、ධ
価
・

公
表
を
அ
行
す
る
姿
੎
を
示

し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
༧
約
受
付
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
も
、「
୯
に

ಋ
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
現

場
の
実
ଶ
を
౿
ま
え
た
ޮ
果

的
な
活
用
を
行
う
こ
と
」
と

஫
文
を
付
け
た
。
ػ
ث
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
࢓
様
が
ҟ
な

り
൚
用
ੑ
が
な
い
こ
と
や
、

一
部
ར
用
者
が
༧
約
࿮
を
先

取
り
し
、
௚
前
で
キ
ャ
ン
η

ル
す
る
た
め
༧
約
が
取
れ
な

い
実
ଶ
を
౿
ま
え
た
も
の
と

い
え
る
。

こ
う
し
た
行
政
側
の
強
気

な
姿
੎
に
対
し
、
特
に
中
小

内
」「
１
回
の
受
け
౉
し
は
１

時
間
以
内
」
と
規
定
し
た
఺

に
つ
い
て
、「
ಉ
一
事
業
者

内
で
ෳ
数
の
積
み
߱
ろ
し
が

あ
る
場
߹
は
、
事
業
所
全
体

վ
ਖ਼
๏
ͷ
఺
਺
੍
ʹ
൓
ର
ҙ
ݟ

他人事と捉える中小荷主も

トラック事業者の役割は重要

東
京
都
は

「
運
༌
・
物

流
分
໺
に
お

け
る
脱
୸
ૉ

化
支
ԉ
事

業
」
に
つ
い

て
、
東
京
都

؀
境
公
社
・

東
京
都
地
ٿ

Թ
ஆ
化
๷
ࢭ

活
動
推
進
η

ン
タ
ー（
ク

ー
ル
・
ネ
ッ

ト
東
京
）で

申
੥
受
付
を
行
っ
て
い
る

が
、
ՙ
主
に
対
す
る
支
ԉ
事

業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
੥
受
付

期
限
を
来
年
１
月
24
日
ޕ
後

５
時
ま
で
、
༣
送
申
੥
受
付

期
限
を
来
年
１
月
23
日
ޕ
後

５
時
ඞ
着
に
Ԇ
期
し
た
。

ಉ
事
業
で
は
、
ՙ
主
に
対

す
る
支
ԉ
と
し
て
、
؀
境
関

܎
の
ೝ
ূ
・
ධ
価
を
取
得
し

て
い
る
՟
物
自
動
車
運
送
事

業
者
を
ར
用
す
る
場
߹
、
そ

の
運
送
ܦ
費
を
ิ
ॿ
し
、
こ

れ
に
よ
り
、
؀
境
へ
の
対
応

が
༏
ྑ
な
運
送
事

業
者
の
ར
用
促
進

を
ਤ
る
も
の
。

あ
わ
せ
て
、
運
༌

事
業
者
に
対
す
る

支
ԉ
と
し
て
、
؀
境

関
܎
の
ೝ
ূ
取
得

ܦ
費
を
ิ
ॿ
し
て
お
り
、
申

੥
受
付
期
限
は
来
年
２
月
2þ

日
ޕ
後
５
時
ඞ
着（
༣
送
）、

2ÿ
日
ޕ
後
５
時（
オ
ン
ラ
イ

ン
）ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

۩
体
的
な
支
ԉ
内
༰
な
ど

は
、࣍
の
通
り
。

ở
ՙ
ओ
ʹ
ର
͢
Δ
ॿ
੒
Ỡ

˜
ิ
ॿ
対
象
＝
ՙ
主
で
あ

る
中
小
企
業
者
な
ど

˜
ิ
ॿ
ཁ
件
＝
グ
リ
ー
ン

ܦ
Ӧ
ೝ
ূ
制
度
お
よ
ͼ
̞
Ｓ

̤
１
４
０
０
１
の
ೝ
ূ
、
都

「
՟
物
༌
送
ධ
価
制
度
」
の

「
ࡾ
つ
੕
」
ධ
価
の
い
ず
れ

か
を
取
得（
༧
定
を
ؚ
Ή
）

し
て
い
る
、
՟
物
自
動
車
運

送
事
業
者
を
ར
用
す
る
こ
と

˜
ิ
ॿ
率
＝
運
送
に
܎
る

ܦ
費
の
２
分
の
１（
ิ
ॿ
上

限
ֹ
１
０
０
万
ԁ
）

˜
申
੥
期
間
＝
オ
ン
ラ
イ

ン
申
੥
ʗ
来
年
１
月
24
日
ޕ

後
５
時
ま
で
、
༣
送
申
੥
ʗ

１
月
23
日
ޕ
後
５
時
ඞ
着

ở
ӡ
༌
ࣄ
ۀ
ऀ
ʹ
ର
͢
Δ
ॿ

੒
Ỡ˜

ิ
ॿ
対
象
＝
新
た
に
グ

リ
ー
ン
ܦ
Ӧ
ೝ
ূ
制
度
お
よ

ͼ
̞
Ｓ
̤
１
４
０
０
１
の
ೝ

ূ
の
い
ず
れ
か
を
取
得
す
る

運
༌
事
業
者（
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
な
ど
）

˜
ิ
ॿ
率
＝
ೝ
ূ
৹
査
・

登
࿥
ܦ
費
の
２
分
の
１（
ิ

ॿ
上
限
ֹ
50
万
ԁ
）

˜
申
੥
期
間
＝
オ
ン
ラ
イ

ン
申
੥
ʗ
来
年
２
月
2ÿ
日
ޕ

後
５
時
ま
で
、
༣
送
申
੥
ʗ

２
月
2þ
日
ޕ
後
５
時
ඞ
着

˞
い
ず
れ
の
支
ԉ
も
༧
算

ֹ
に
ୡ
し
࣍
第
、
受
付
を
ऴ

中
小
企
業
ி

は
こ
の
ほ
ど
、

「
価
格
交
渉
促

進
月
間（
２
０

２
４
年
９
月
）

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し

た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
コ
ス
ト

全
体
の
価
格
転

嫁
率
は
、

前
回（
今

年
３
月

「
価
格
交

渉
促
進
月
間
」）
調
査
よ
り

増
Ճ
し
た
。
価
格
転
嫁
の
状

況
は
改
ળ
し
て
は
い
る
が
、

転
嫁
で
き
た
企
業
と
で
き
な

か
っ
た
企
業
と
の
ೋ
ہ
化
が

み
ら
れ
、
転
嫁
対
策
の
ప
ఈ

が
重
ཁ
と
し
て
い
る（
以
Լ
、

数
値
変
動
は
前
回
調
査
ൺ
）。

回
౴
企
業
数
は
５
万
１
２

８
２
社（
回
౴
か
ら
ந
出
の

発
஫
側
企
業
数
は
Ԇ
べ
５
万

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取

࣍
事
業
と
し
て
、
令
和
６
年

度「
若
年
ド
ラ
イ
バー
֬
อ
の

た
め
の
運
転
໔
ڐ
取
得
支
ԉ

ॿ
੒
事
業
」
の
申
੥
を
受
け

付
け
て
い
る
。
６
年
12
月
の

อ
ݥ
ূ
の
新
規
発
行
ऴ
ྃ
に

൐
い
、
ఏ
出
書
ྨ
の
݈
߁
อ

ݥ
ূ
を
ޏ
用
อ
ݥ
ඃ
อ
ݥ
者

通
知
書
に
変
ߋ
し
た
。

若
年
労
ಇ
者
を
֬

อ
す
る
た
め
、
運
転

者
と
し
て
࠾
用
し
た

若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
の

ࡐ
料
費
」が
51
・
４
％
で
４
・

０
⻲
上
昇
し
、
最
も
ߴ
い
。

「
労
຿
費
」は
44・７
％
で
４・

７
⻲
、「
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
費
」は

44
・
４
％
で
４
・
０
⻲
そ
れ

ͧ
れ
上
昇
。
労
຿
費
転
嫁
の

指
਑
や
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
費
の
全

ֹ
転
嫁
を
目
指
す
振
ڵ
基
準

な
ど
の
影
響
が
ਁ
ಁ
つ
つ
あ

る
と
し
た
。

業
種
ผ
の
価
格
転
嫁
状
況

４
４
３
０
社
）。

௚
近
６
か
月
間
に
お
け
る

価
格
交
渉
の
状
況
は
、「
交

渉
が
行
わ
れ
た
」
割
߹
は

ÿý
・
４
％
と
１
・
２
⻲
上
昇

し
、「
交
渉
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
」
が
13
・
６
％
と
１
・

２
⻲
減
গ
し
、
交
渉
で
き
る

ง
ғ
気
が
さ
ら
に
ৢ
੒
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

ಉ
様
に
、
௚
近
６
か
月
間

の
価
格
転
嫁
率（
コ
ス
ト
全

般
、
以
Լ
ಉ
様
）は
49
・
７

％
で
３
・
６
⻲
上
昇
。
コ
ス

ト
増
Ճ
分
の「
全
（ֹ
10
割
）

転
嫁
」
は
25
・
５
％
で
２
・

９
⻲
上
昇
し
、「
一
部
で
も

転
嫁
で
き
た
」
割
߹
は
þ9
・

９
％
と
２
・
７
⻲
上
昇
し
、

８
割
に
せ
ま
る
。

コ
ス
ト
ཁ
ૉ
ผ
で
は
、「
原

ྃ
す
る
場
߹
が
あ
る

申
੥
の
手
引
き
や
実
ࢪ
ཁ

ྖ
な
ど
ৄ
ࡉ
は
、
ク
ー
ル
・

ネ
ッ
ト
東
京
の
ホ
ー
ム
ϖ
ー

ジ
を
参
র
。

特
例
ڭ
श（
資
格
৚
件

の
年
ྸ
19
ࡀ
以
上
、
ී

通
ま
た
は
準
中
ܕ
໔
ڐ
運
転

ܦ
ྺ
１
年
以
上
へ
の
引
き
Լ

げ
に
൐
う
講
श
）受
講
や
、準

中
ܕ
໔
ڐ
の
取
得
に
܎
る
費

用
の
一
部
を
ॿ
੒
す
る
も
の
。

申
੥
受
付
期
間
は
、７
年

２
月
2ÿ
日（
༧
算
ֹ
に
ୡ
し

࣍
第
、
受
付
ऴ
ྃ
）。
ಉ
期

間
に
ॿ
੒
申
੥
書
を
ఏ
出
し

た
も
の
が
対
象
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
参
র
。

˜
問
い
߹
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
຿
部
交
通・؀
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

˜
問
い
߹
わ
せ
先
＝
ク
ー

ル
・
ネ
ッ
ト
東
京
Ϟ
ビ
リ
テ

ỹ
チ
ー
ム（
ὸ
０
５
０
・
３

１
５
５
・
５
６
４
６
）

を
み
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
は
、
発
஫
企
業
の
立
場
で

は
29
・
５
％
で
１
・
４
⻲
上

昇
し
た
が
、
依

然
と
し
て
、
30

業
種
中（
そ
の

ଞ
を
আ
く
）
最

Լ
位
。

転
嫁「
10
割
」

（
全
ֹ
転
嫁
）

は
８
・
４
％
に

と
ど
ま
り
、「
１

割
・
２
割
・
３

割
」
が
30
・
７
％
と
最
も
多

い
。
全
く
転
嫁
を
ೝ
め
て
い

な
い「
０
割
」と「
マ
イ
ナ
ス
」

を
߹
わ
せ
て
2þ
・
１
％
「
コ

ス
ト
が
上
昇
せ
ず
、
価
格
転

嫁
不
ཁ
」
が
15
・
３
％
と
ഒ

増
し
た
。（
ά
ϥ
ϑ
）

一
方
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

は
受
஫
企
業
の
立
場
と
し
て

も
転
嫁
率
が
低
く
、
34
・
４

％
で
２
・
２
⻲
上
昇
し
た
も

の
の
、
29
位
と
低
い
状
況
に

あ
る
。

転嫁率
（コスト全体）

29.5%

Ձ֨సՇঢ়̡گ トϥοΫӡૹۀʳ

ᶆ
30.7%

① 10割
② 9割、8割、7割
③ 6割、5割、4割

① 10割
② 9割、8割、7割
③ 6割、5割、4割

④ 3割、2割、1割
⑤ コストが上昇せず、
　価格転嫁不要

④ 3割、2割、1割
⑤ コストが上昇せず、
　価格転嫁不要

⑥ 0割
⑦ マイナス
⑥ 0割
⑦ マイナス

ᶉ�0.7%
ᶃ

8.4% ᶄ
8.5%

ᶅ
9.9%

ᶇ
15.3%

ᶈ
26.4%

౦ژ౎
̒೥౓ӡ༌ɾ෺ྲྀͷ୤୸ૉԽࢧԉ
ਃ੥ड෇ؒظΛԆ௕΁

స
Շ
཰
û9
・
̓
ˋ
ʹ
্
ঢ

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ӡ
ૹ
௿
͍
ঢ়
گ

த
ا
ி
̕ ʮ݄Ձ֨ަবଅਐ݄ؒʯ
ϑΥϩʔΞοϓௐࠪ݁Ռ

౦τڠड෇

若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
免
許
取
得
支
援

全
ト
協

提
出
書
類
を
一
部
変
更
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Ҫ
ా

ਗ਼
࣏
）ࢯ
ؙ
井
঎

事
・
多
ຎ
支
部
）11
月
13
日
、

急
ੑ
ࠎ
਷
ੑ
白
݂
ප
の
た
め

ࢮ
ڈ
。
ýÿ
ࡀ
。
通
夜
は
11
月

21
日
、
告
ผ
ࣜ
は
翌
22
日
、

東
ٱ
ཹ
米
ࢢ
の
多
ฉ
寺
会
館

で
ࣥ
り
行
っ
た
。૕
主
は
࠺
、

福
代
ࢯ
。

̏
೔

交
通
ӫ
༪
ষ「
྘
े

字
ಔ
ষ
」伝
ୡ
ࣜ

̐
೔

ܦ
Ӧ
者
η
ミ
ナ
ー
˜

正
෭
会
長
会
˜
理
事
会
˜

ঀ
܄
・
国
土
交
通
大
ਉ
表

জ
受
ষ
ॕ
լ
会

̑
೔

都
ி
・
区
໾
所
ઐ
໳

部
会
৘
ใ
交
׵
会

̒
೔

初
೚
運
転
者
特
ผ
講

श（
Ỗ
７
日
）

̕
೔

運
転
者
ڭ
ҭ
検
౼
小

委
員
会
˜
ダ
ン
プ
ઐ
໳
部

会
全
体
会
ٞ
˜
ロ
ジ
ݚ
正

෭
本
部
長
会
ٞ
・
װ
事
会

߹
ಉ
会
ٞ
˜
ಉ
๨
年
会

øø
೔

੨
年
部
ઃ
立
40
周
年

ه
೦
ݚ
म
会
˜
ಉ
࠙
਌
会

øù
೔

؀
境
委
員
会
正
෭
委

員
長
会
ٞ

øú
೔

మ
߯
ઐ
໳
部
会
安
全

؀
境
委
員
会
˜
プ
ラ
ン
２

０
２
５
目
標
ୡ
੒
࠲
学
η

ミ
ナ
ー

̒
೔
 

࢓
事
࢝
め

øû
೔
 

10
時
＝
引
越
ઐ
໳

部
会
引
越
؅
理
者
講
श

（
東
ト
総
߹
会
館
）

ừ
��
݄
̍
Ỗ
��
೔
Ử

ừ
̍
݄
̍
Ỗ
��
೔
Ử

ྩ
࿨
̓
೥

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

øø
月
分

ˑελϯυ ฏۉ ��14���ԁ
ˑϩʔϦʔ ฏۉ ��124��ԁ
ˑݩചΓൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ ��1�2��ԁ
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ ��1�1�2ԁ

東
ト
協
੨
年
部（
ࠤ
౻
文

平
本
部
長
）は
12
月
11
日
、

墨
ా
区
の
東
෢
ホ
テ
ル
レ
バ

ン
ト
東
京
で
、
ઃ
立
40
周
年

ه
೦
ݚ
म
会
を
開
催
し
た
。

੨
年
部
は
１
９
８
４（
昭

和
59
）
年
10
月
に
東
ト
協
25

支
部
の
੨
年
組
৫
が
ݚ
म
と

地
域
福
ࢱ
活
動
を
目
的
に
ઃ

立
さ
れ
、
今
年
40
周
年
の
અ

目
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
ه

೦
ݚ
म
会
お
よ
ͼ
࠙
਌
会
を

企
ը
。
੨
年
部
を
は
じ
め
、

ࡾ
組
৫
メ
ン
バ
ー
、
ྺ
代
本

部
長
ら
が
多
数
参
Ճ
し
た
。

ݚ
म
会
で
は
、
税
理
࢜
๏

人
古こ

だా

土と

会
計
代
表
社
員

の
古
ా
土
ຬ
）ࢯ
公
ೝ
会
計

࢜
・
税
理
࢜
）が「
社
長
の

࢓
事
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
ಉ
ࢯ
は
、
今
年
の

春
の
ঀ
܄
で

Ѵ
日
୯
ޫ
ষ

を
受
ষ
。「
日

5ÿ
）
年
の
ઃ
立
以
来
、
一
貫

し
て
中
小
企
業
の
支
ԉ
を
し

て
き
た
ޭ
੷
が
ೝ
め
ら
れ
た

も
の
。

ಉ
ࢯ
は
、「
社
長
の
࢓
事

と
は
何
か
、一
言
で
い
え
ば
、

社
員
と
そ
の
家
଒
を
޾
せ
に

す
る
こ
と
」
で
あ
り
、

ಇ
い
て
く
れ
る
社
員
と

そ
の
家
଒
の
た
め
に
、

会
社
は
গ
し
ず
つ
大
き

く
な
っ
て
ར
ӹ
を
出

し
、
গ
し
で
も
多
く
の

څ
料
・
賞
༩
を
෷
う
こ

と
が
、
社
長
の
࢓
事
と

の
考
え
を
൸
࿐
。「
お
٬

様
の
た
め
、
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
が
、
社
員

を
޾
せ
に
す
る
た
め
に

ച
り
上
げ
を
上
げ
る
、

そ
の
ച
り
上
げ
を
上
げ

る
た
め
に
お
٬
様
に
ྑ

い
঎
඼
・
α
ー
ビ
ス
を
ఏ
ڙ

す
る
ॱ
番
に
な
る
」
と
આ
明

し
、「
一
般
の
コ
ン
α
ル
タ

ン
ト
は
、
会
社
の
目
的
は
ར

ӹ
だ
と
言
う
が
、
そ
う
は
思

わ
な
い
。
会
社
は
社
員
と
家

଒
の
た
め
に
持
続
的
に
੒
長

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会

社
は
୭
の
た
め
に
何
の
た
め

に
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
ܦ
Ӧ

理
೦
を
社
員
に
ਁ
ಁ
さ
せ
、

実
現
さ
せ
る
た
め
に
ଘ
在
す

る
も
の
で
、
ܦ
Ӧ
理
೦
を
承

継
し
て
い
く
こ
と
が
社
長
の

࢓
事
で
あ
る
」と
し
た
。

ま
た
、
事
業
の
ப
と
な
る

会
社
が
ར
ӹ
を
出
し
て
い
く

た
め
の
道
۩
と
し
て
、「
月

࣍
決
算
書
」
を
঺
հ
し
た
ほ

か
、
組
৫
ͮ
く
り
・
社
員
ڭ

ҭ
、
後
継
者
の
使
命
と
ҭ
੒

に
つ
い
て
આ
明
、「
ܦ
Ӧ
計

ը
書
」
を
࡞
り
、
常
に
未
来

を
ࢹ
る
こ
と
が
重
ཁ
と
し
た
。

݈
߁
起
Ҽ
事
故
๷

ࢭ
講
श
会
や
労
຿

講
श
会
へ
の
ॿ
੒

を
行
っ
て
い
る
。

定
期
݈
਍
受
਍
費

用
ॿ
੒
の
11
月
末

現
在
の
ࣥ
行
率
は

42
・
１
％
で
、
申

੥
が
年
度
末
に
集

中
す
る
こ
と
か

ら
、
ࡢ
年
度
実
੷

を
上
回
る
見
ࠐ
み

だ
が
、
大
幅
に
༧

算
ֹ
も
֦
大
し
て

い
る
の
で
、
積
ۃ

的
に
周
知
を
ਤ
っ

て
い
く
と
આ
明
。

東
ト
協
は
令

和
７
年
２
月

３
・
４
日
と

６
・
７
日
の
計

４
回
、
６
年
度

「
労
຿
講
श
会
」

（
̬
̴
̱
ซ
用
）

を
開
催
す
る
。

各
日
と
も
時

間
は
ޕ
後
１
時
30
分
Ỗ
４

時
、
会
場
は
東
ト
総
߹
会
館

７
֊
大
会
ٞ
ࣨ
。
定
員
は
会

場
参
Ճ
が
50
人（
１
社
２
人

ま
で
）、
̬
̴
̱
参
Ճ
が
４

０
０
人（
制
限
な
し
）。
受
講

料
は
ແ
料
。

東
ト
協
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
の

「
申
ࠐ
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
申

し
ࠐ
Ή（
定
員
に
ୡ
し
࣍
第
、

受
付
ऴ
ྃ
）。

講
श
内
༰（
各
日
と
も
ಉ

内
༰
）は
、「
な
く
そ
う
労
災

事
故
」（
講
ࢣ
＝
཮
上
՟
物
運

送
事
業
労
ಇ
災
害
๷
ࢭ
協
会

本
部
安
全
؅
理
࢜
の
ງ
໺
߂

ࢤ
ࢯ
ʗ
３
日
、
཮
災
๷
東
京

都
支
部
会
཮
運
災
๷
指
ಋ
員

の
ਿ
Ӝ
७
ࢯ
ʗ
４
・
６
・
７

日
）、「
労
຿
؅
理
の
実
຿
に

な
お
、
今
年
度
్
中
か
ら

ॿ
੒
金
ֹ
を
１
０
０
０
ԁ
か

ら
２
０
０
０
ԁ
に
引
き
上
げ

て
お
り
、
対
象
者
へ
の
௥
Ճ

ॿ
੒
の
完
ྃ
を
ใ
告
し
た
。

労
຿
؅
理
の
推
進
で
は
、

労
຿
相
ஊ
員
を
഑
置
す
る
ほ

か
、
来
年
２
月
に
労
຿
講
श

会
を
開
催（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）し
、

労
຿
関
連
資
料
を
全
会
員
事

業
者
に
഑
෍
す
る
。
ま
た
、

福
ར
ް
生
対
策
の
推
進
で
は

݈
߁
相
ஊ
૭
ޱ
の
開
ઃ
、
ܖ

約
福
ར
ް
生
ࢪ
ઃ
の
ॆ
実
お

よ
ͼ
活
用
促
進
、
自
動
車
ڭ

श
所
の
঺
հ
・
周
知
を
ਤ
っ

て
い
る
。

続
い
て
、
今
後
の
労
຿
ް

生
関
܎
事
業
に
つ
い
て
の
༧

定
と
し
て
、
労
຿
講
श
会
、

本
部
集
ஂ
݈
਍（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）

を
開
催
す
る
。

大
∁
委
員
長
名
で
、「
定

東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会

労
຿
ް
生
委

員
会（
大
∁

一
ٛ
委
員

長
）は
12
月

1þ
日
、
東
ト

総
߹
会
館
で

令
和
６
年
度

第
２
回
委
員

会（
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開

催
し
、
今
年
度
の
労
຿
ް
生

関
܎
事
業
の
֓
ཁ
と
実
ࢪ
状

況
、
今
後
の
༧
定
な
ど
を
৹

ٞ
し
た
。

๯
಄
、
大
∁
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
水
໺
ޭ
会
長

が
掲
げ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
フ
Ỹ

ー
ス
ト
は
、
ै
業
員
の
݈
߁

を
第
一
に
考
え
て
い
る
。
適

め
て
い
き
た
い
」

と
ड़
べ
た
。

ٞ
事
で
は
ま
ず
、
今
年
度

の
労
຿
ް
生
関
܎
事
業
の
֓

ཁ
と
実
ࢪ
状
況
を
આ
明
。
݈

߁
労
ಇ
促
進
と
し
て
、
݈
߁

起
Ҽ
事
故
の
๷
ࢭ
に
向
け
て

は
、
定
期
݈
਍
受
਍
費
用
、

Ｓ
̖
Ｓ
ス
ク
リ
ー
χ
ン
グ
検

査
費
、
೴
̢
̧
̞
݈
਍
受
਍

費
用
の
一
部
ॿ
੒
を
実
ࢪ
。

新
規
事
業
と
し
て
、
支
部
の

東
ト
協
は
令
和
７
年
２
月

15
・
1ý
日（
土
・
日
༵
日
）、

東
ト
総
߹
会
館
で
６
年
度
第

３
回「
本
部
集
ஂ
݈
਍（
定

期
݈
߁
਍
அ
）」
を
実
ࢪ
す

る（
øù
݄
ø÷
೔
߸
ʹ
ν
ϥ
γ

Λ
ಉ
෧
）。

受
਍
申
し
ࠐ
み
は
、
原
ଇ

と
し
て
表
の
通
り
、
２
日
間

߹
計
で
10
の
時
間
࿮
ผ
に
先

着
ॱ
で
受
け
付
け
る
。
定
員

は
時
間
࿮
ผ
に
各
40
人（
２

月
15
日
の
ᶈ
の

み
20
人
）、
各

時
間
࿮
に
つ
き

１
事
業
者
10
人

ま
で
。

申
し
ࠐ
み
期

間
は
来
年
１
月

13
日
ま
で（
受

਍
࿮
に
空
き
が
あ
る
場
߹
、

受
付
期
間
以
߱
も
受
け
付
け

る
）。受਍

対
象
は
東
ト
協
会
員

事
業
所
に
在
੶
す
る
ै
業
員
。

オ
プ
シ
ョ
ン
で
݂
ӷ
検
査

（
ਛ
ػ
能・݂
౶
）、

؟
ఈ
検
査
、
大
௎

が
ん
検
਍
の
受
਍

が
Մ
能
。

申
し
ࠐ
み
は
、

東
ト
協
ホ
ー
ム
ϖ

ー
ジ
の「
༧
約
フ

ォ
ー
ム
」
で
行
う

（
గ
正
・
キ
ャ
ン

η
ル
も
ಉ
フ
ォ
ー

ム
で
受
付
）。

本
部
集
ஂ
݈
਍

は
、
受
਍
率
向
上

対
策
の
一
؀
と
し

正
化
事
業
部
の
ใ
告
で
は
会

員
の
約
30
％
が
全
ै
業
員
の

݈
߁
਍
அ
実
ࢪ
が
で
き
て
い

な
い
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

１
人
で
も
未
実
ࢪ
の
場
߹
は

指
摘
さ
れ
る
た
め
、
全
く
実

ࢪ
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
会
員
の
ド
ラ
イ
バ
ー
数

と
定
期
݈
߁
਍
அ
ॿ
੒
の
申

੥
件
数
に
開
き
が
あ
る
こ
と

か
ら
、申
੥
件
数
を
増
や
し
、

༗
ޮ
的
な
活
用
に
஫
力
す
る

ඞ
ཁ
が
あ
る
。
݈
߁
起
Ҽ
事

故
の
発
生
は
、
道
࿏
՟
物
運

送
業
が
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ߴ
ྸ
化

が
進
め
ば
様
々
な
࣬
ප
に
か

か
り
や
す
く
な
る
の
で
、
ਭ

຾
時
ແ
呼
ٵ
঱
ީ
）܈
Ｓ
̖

Ｓ
）や
೴
̢
̧
̞
検
査
な
ど

を
活
用
し
て
未
然
๷
ࢭ
に
努

期
݈
਍
の
֬
実
な
受
਍
お
よ

ͼ
ॿ
੒
申
੥
の
再
周
知
に
つ

い
て
」「
೴
̢
̧
̞
݈
਍
の
実

ࢪ
に
つ
い
て
」を
発
出（
̍
໘

ʹ
ؔ
࿈
）、݈
਍
フ
ォ
ロ
ー
ア

つ
い
て
」（
講
ࢣ
＝
社
会
อ
ݥ

労
຿
࢜
・
本
部
労
຿
相
ஊ
員

の
ߴ
ڮ
ᚸ
޾
ࢯ
ʗ
３・４
日
、

小
ྛ
߂
和
ࢯ
ʗ
６
・
７
日
）。

講
श
会
の
テ
キ
ス
ト
と
な

る
՟
物
自
動
車
運
送
事
業
の

令
和
６
年
度
൛『
3ý
協
定
౳

ಧ
出
書
ྨ
と
労
຿
؅
理
の
実

຿
』（
࡭
子
）と
ಧ
出
様
ࣜ
ྨ

は
、
全
会
員
事
業
者
に
送
付

༧
定
。

˜
問
い
߹
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
຿
部
交
通・؀
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

ྺ
୅
ຊ
෦
௕
͕
ࢀ
੮

੨
年
෦
Λ
ະ
དྷ
΁
ܨ
͙

ݚ
म
会
後
、
ه
೦
࠙
਌
会

を
開
催
。ࠤ
౻
本
部
長
は「
ઃ

立
40
周
年
の
અ
目
を
迎
え
、

来
ෂ
と
し
て
ྺ
代
の
੨
年
部

本
部
長
に
お
越
し
い
た
だ
い

て
い
る
。
19
代
目
の
本
部
長

を
຿
め
、
ஂ
体
と
し
て
40
年

の
ྺ
࢙
が
続
い
て
い
る
こ
と

に
ڻ
い
て
い
る
が
、
੨
年
部

が
こ
の
先
も
続
い
て
い
き
、

࣍
世
代
へ
ܨ
げ
る
組
৫
と
し

て
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
」と
ड़
べ
た
。

来
ෂ
と
し
て
、
ロ
ジ
ス
テ

ỹ
ク
ス
ݚ
ڀ
会
の
٢
本
঎
一

ッ
プ
η
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
ࢹ

໺
ো
害
対
策
と
し
て
݈
਍
で

の
؟
ఈ
検
査
の
推
঑
に
つ
い

て
৹
ٞ
・
ྃ
承
し
、
来
年
度

の
事
業
計
ը
案
に
੝
り
ࠐ
Ή

本
中
の
中
小
企
業
を
ݩ
気
に

し
、
そ
の
社
員
と
家
଒
を
޾

せ
に
す
る
」
と
い
う
使
命
感

を
掲
げ
、
１
９
８
３（
昭
和

༧
定
。

こ
の
ほ
か
、
東
京
都
の
՟

物
車
ற
車
ス
ϖ
ー
ス
ఏ
ڙ
事

業（
̎
໘
ʹ
ؔ
࿈
）に
つ
い
て

આ
明
し
た
。

本
部
長
が
ॕ
ࣙ

を
ड़
べ
た
ほ

か
、
第
３
代
本

部
長
の
௟
目
ོ

༤
ࢯ
が
ס
ഋ
の

発
੠
を
行
い
׻

ஊ
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ྺ
代
本

部
長
が
੨
年
部

メ
ン
バ
ー
に
メ

ッ
η
ー
ジ
を
ଃ

り
、
世
代
を
௒

え
て
交
流
を
ਂ

め
た
。

て
実
ࢪ
し
て
い
る
も
の
で
、

「
݈
߁
਍
அ
ॿ
੒
事
業
」
に

よ
り
、
一
定
の
৚
件
に
応
じ

て
受
਍
費
用
の
一
部
を
ॿ
੒

し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
１

人
౰
た
り
１
０
０
０
ԁ
か
ら

２
０
０
０
ԁ
に
ॿ
੒
ֹ
を
増

ֹ
し
て
い
る
。

˜
問
い
߹
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
຿
部
交
通・؀
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

◆健診開催日時◆

令和7年 2月15日（土） 2月16日（日）

① 8時30分～ 9時30分 ⑦ 8時30分～ 9時30分

② 9時30分～10時30分 ⑧ 9時30分～10時30分

③10時30分～11時30分 ⑨10時30分～11時30分

④11時30分～12時30分 ⑩11時30分～12時30分

⑤14時30分～15時30分 ※申し込みは原則、時間帯別
とし、①～⑩のいずれかの
枠で。定員は各時間帯とも
40人、⑥のみ20人。⑥15時30分～16時00分

ྺ୅のຊ෦௕͕ग़੮

݈
߁
ى
Ҽ
ࣄ
ނ
の
ະ
વ
๷
ࢭ
΁

ࠪݕ਍அɾ೴̢̧̞߁݈
࣮֬ͳड਍をݺͼ͔͚

݈
਍

අ
༻

དྷ
年
̎
݄
̏
・
・̐
６
・
̓
೔
։
ớ࠵
̬
̴
̱
ซ
༻
Ờ

̍
ਓ
̎
̌
̌
̌
ԁ
Λ
ॿ
੒

来年２月15・16日
受付１月13日まで

౦ト協 ࿑務ްੜ委員会

࿑຿ߨशձ６年度

ࣾ
௕
ͷ
࢓
事
Λ
ֶ
Ϳ

東
ト
協

੨
年
෦
ઃ
ཱ
û÷
प
年
ه
೦
ݚ
म
ձ

本
部
集
団
健
診

６
年
度

第
３
回

౦ト協
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東
ト
協
ߓ
支
部（
ࡔ
ా
生

子
支
部
長
）
੨
年
部（
山
本

఩
໵
部
長
）は
12
月
1ÿ
日
、

ߓ
区
立
ࣳ
඿
小
学
ߍ
で
、
ࡾ

ా
警
࡯
ॺ
と
協
力
し
て
、
交

通
安
全
ڭ
ࣨ
を
開
催
し
た
。

ಉ
日
は
１
年
生
約
１
５
０

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
19
日
、
ߓ
区
の
第
一
ホ

テ
ル
東
京
で
、
令
和
６
年
度

第
１
回
支
部
長
会
を
開
催
。

水
໺
ޭ
会
長
を
は
じ
め
、
各

෭
会
長
と
25
支
部
の
支
部
長

が
出
੮
し
た
。

開
催
に
౰
た
り
、
水
໺
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
支
部

長
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
標
準
的
運
賃
の
ಧ
出

促
進
活
動
の
中
間
ใ
告
を
行

う
と
と
も
に
、
今
年
１
年
間

の
క
め
く
く
り
と
し
て
、
各

支
部
に
お
け
る
現
状
と
՝
題

を
௚
઀
ฉ
か
せ
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
協
会
運
Ӧ
に
活

か
し
会
員
α
ー
ビ
ス
の

向
上
に
ܨ
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
」
と

東
ト
協
は
12
月
４
日
、
東

ト
総
߹
会
館
で
、
令
和
６
年

度「
ܦ
Ӧ
者
η
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
、
α
ス
テ
ナ
ϒ
ル
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
金
ங
ढ़
明
ࢯ
が

「
α
ス
テ
ナ
ϒ
ル
ܦ
Ӧ
を
推

東
ト
協
は
令
和
７
年
２
月

１
日
と
８
日
の
各
ޕ
前
８
時

50
分
か
ら
ޕ
後
４
時
45
分
ま

で
、
東
ト
総
߹
会
館
７
֊
大

会
ٞ
ࣨ
で
６
年
度
第
２
回

「
運
行
؅
理
者
ࢼ
ݧ
事
前
講

श
会
」を
実
ࢪ
す
る
。

受
講
対
象
は
会
員
事
業
者

の
都
内
Ӧ
業
所
に
所
ଐ
し
、

今
年
度
第
２
回
運
؅
ࢼ
ݧ

（
՟
物
ࢼ
ݧ
ʗ
７
年
２
月
15

日
Ỗ
３
月
1ý
日
実
ࢪ
）の
受

ݧ
༧
定
者
。

申
し
ࠐ
み
期
間
は
12
月
25

日
ޕ
前
10
時
か
ら
来
年
１
月

2þ
日
ޕ
後
５
時（
２
月
１
日

開
催
分
）ま
で
、
お
よ
ͼ
２

月
３
日
ޕ
後
５
時（
２
月
８

日
開
催
分
）ま
で（
先
着
ॱ
、

定
員
に
ୡ
し
࣍
第
、
受
付
ऴ

ྃ
）。
東
ト
協
ホ
ー
ム
ϖ
ー

ジ（
̝
̥
）の「
申
ࠐ
フ
ォ
ー

ム
」か
ら
申
し
ࠐ
Ή
。

定
員
は
各
講
࠲
と
も
þ0

進
す
る
た
め
の
手
๏
Ỗ
さ
ら

に
一
歩
前
へ
！
Ỗ
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

金
ங
ࢯ
は
、
α
ス
テ
ナ
ϒ

ル
ܦ
Ӧ
は
、地
ٿ
؀
境
อ
・ޢ

社
会
的
੹
೚
・
ܦ
ࡁ
੒
長
の

人
。
受
講
料
は
ແ
料（
ผ
్

テ
キ
ス
ト
代
金
が
ඞ
ཁ
・
౰

日
徴
収
）。

講
श
内
༰
ʗ
講
ࢣ
は
࣍
の

通
り
。

ᶃ
運
行
؅
理
者
ࢼ
）ݧ
՟

物
）
対
策
講
श
＝
ࢼ
ݧ
の
܏

向
を
分
ੳ
し
て
、
出
題
ස
度

の
ߴ
い
問
題
を
中
心
に
ղ
આ

す
る
ϙ
イ
ン
ト
を
ߜ
っ
た
講

श
ʗ
̣
̭
総
߹
ݚ
ڀ
所
の
౉

ᬑ
߁
ೋ
ࢯ
ʗ
テ
キ
ス
ト
代
１

５
０
０
ԁ（
税
ࠐ
み
）

ᶄ
模
ٖ
ࢼ
ݧ
ˍ
௚
前
対
策

３
つ
の
؍
఺
か
ら
、
持

続
Մ
能
な
ܦ
Ӧ
を
目
指

す
取
り
組
み
と
指
摘
。

不
֬
実
ੑ
が

増
す
な
か
で

も
ଘ
続
す
る

企
業
と
は
、

現
状
の
ޮ
率

を
௥
ٻ
し
つ

つ
、
新
し
い

価
値
を
創
଄

す
る
た
め
に

両
立
を
目
指

す
ܦ
Ӧ
ア
プ

人
が
２
つ
の

グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ

て
、
交
通
安

全
講
話
と
ト

ラ
ッ
ク
の
乗

車
体
ݧ
に
そ

れ
ͧ
れ
参
Ճ

し
た
。
ಉ
ߍ

多
目
的
ࣨ
で

行
わ
れ
た
交

通
安
全
講
話

は
、
ࡾ
ా
ॺ

交
通
総
຿
՝

の
警
࡯
׭
が
୲
౰
。
乗
車
体

ݧ
は
、
ෑ
地
内
の
み
な
と
パ

ー
ク
ࣳ
Ӝ
ফ
๷
ஂ
ϙ
ン
プ
ૢ

๏
܇
࿅
ス
ϖ
ー
ス
で
ߓ
支
部

੨
年
部
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に

指
ಋ
໾
と
な
り
行
わ
れ
た
。

開
催
に
౰
た
り
、
ࡔ
ా
支

部
長
が「
ト
ラ
ッ
ク
で
の
乗

車
体
ݧ
を
通
じ
て
、
交
通
安

全
に
つ
い
て
正
し
く
理
ղ
し

て
、
気
を
つ
け
ま
し
Ỷ
う
」

と
呼
ͼ
か
け
た
。

乗
車
体
ݧ
は
、
会
員
事
業

者
の
２
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
３
୆
を

使
っ
て
、
ࣇ
ಐ
が
実
ࡍ
に
運

転
੮
に
࠲
り
、
ト
ラ
ッ
ク
に

は
前
方
Լ
部
や
ࠨ
側
ࣼ
め
後

方
部
分
に
、
ࢮ
֯
が
あ
る
こ

と
を
体
ݧ
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
後
、
ࣇ
ಐ
に
は
ト
ラ
ッ

ク
前
方
Լ
部
や
ࠨ
ࣼ
め
部
に

Ҡ
動
し
て
も
ら
い
、
運
転
੮

の
༑
ୡ
に
気
付
い
て
も
ら
う

た
め
、
手
を
上
げ
る
こ
と
の

ඞ
ཁ
ੑ
と
、
ࢮ
֯
部
分
に
入

る
こ
と
の
ة
ݥ
ੑ
を
学
ん
だ
。

こ
の
後
、
山
本
部
長
が
交

通
安
全
を
呼
ͼ
か
け
る
と
と

も
に
、
྘
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ

ク
を
આ
明
。
参
Ճ
し
た
ࣇ
ಐ

に
、
反
射
ૉ
ࡐ
の
タ
ッ
ク
ル

バ
ン
ド
を
プ
レ
θ
ン
ト
し
た
。

ड़
べ
た
。

ٞ
事
で
は
ま
ず
、
標
準
的

運
賃
の
ಧ
出
状
況
に
つ
い

て
ࡾ、
ଜ
Ғ
一
࿠
෭
会
長（
物

流
政
策
委
員
長
）が
આ
明
し
、

ಧ
出
促
進
に
向
け
た
各
支
部

の
協
力
に
感
ँ
の
言
葉
を
ड़

べ
た
。
11
月
末
現
在
の
東
ト

協
会
員
の
ಧ
出
率
は
、
þ5
・

４
％
で
、
着
実
に
੒
果
を
ڍ

げ
て
お
り
、
半
数
を
௒
え
る

15
支
部
で
ÿ0
％
を
上
回
る
状

況
。
今
後
は
未
ୡ
੒
の
支
部

を
中
心
に
目
標
と
す
る
95
％

を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
ಧ
出

促
進
の
展
開
を
ਤ
る
。

続
い
て
、
支
部
の
現
状
と

՝
題
に
つ
い
て
各
支

部
長
が
ใ
告
。
多
く

の
支
部
で
会
員
数
が

減
গ
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
支
部
໾
員
や
事
຿

ہ
の
後
継
問
題
、
੨
年
部
や

ঁ
ੑ
部
の
人
ࡐ
不
足
を
ૌ
え

た
。ま

た
、第
１
期
ϒ
ロ
ッ
ク・

第
２
期
パ
イ
ロ
ッ
ト
ϒ
ロ
ッ

ク
の
進
௙
状
況
を
ใ
告
し
、

支
部
ϒ
ロ
ッ
ク
化
に
向
け
た

取
り
組
み
の
՝
題
や
ཁ
๬
が

ڍ
が
っ
た
。

ロ
ー
チ
を
し
て
き
た

企
業
と
આ
明
し
た
。

ま
た
、「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
ػ
能（
؅
理
者
の

໾
割
）」「
企
業
ଘ
続
の
カ
Ϊ
」

「
持
続
Մ
能
ੑ
に
お
け
る
変

化
・
変
ֵ
の
؅
理
」
に
つ
い

て
ղ
આ
。
こ
の
な
か
で
重

ཁ
な
ϙ
イ
ン
ト
は
、「
変
化
・

変
ֵ
に
お
け
る
؅
理
」
と

し
、
ܦ
Ӧ
内
༰
の
変
化（
ै

来
の
業
຿
と
は
ま
っ
た
く
ҧ

う
業
຿
へ
の
変
ֵ
な
ど
）に

は
、
ඞ
ず
ࠞ
ཚ
期
が
あ
る
と

し
た
。
し
か
し
ࠞ
ཚ
期
に
お

い
て
も
、
長
期
的
に
企
業
の

๬
ま
し
い
ক
来
૾
を
見
ਾ
え

て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と

と
、
ݒ
೦
が
あ
る
場
߹
は
対

話
す
る
こ
と
が
重
ཁ
と
આ
明

し
た
。

ಉ
ࢯ
は
、「
日
本
の
常
識

東
ト
協
総
຿
委
員

会（
原
島
౻
ᆹ
委
員

長
）は
12
月
19
日
、

ߓ
区
の
第
一
ホ
テ
ル

東
京
で
令
和
６
年
度

第
３
回
委
員
会
を

開
催
し
、
総

຿
小
委
員
会

で
検
౼
し
て

い
る「
会
長
ީ
ิ
者

の
選
出
に
関
す
る
規

ఔ
」
の
改
正
ૉ
案
に

つ
い
て
৹
ٞ
し
、
さ

ら
な
る
検
౼
や
म
正

を
重
ね
た
上
、
改
正

案
を
取
り
ま
と
め
る
。

開
催
に
౰
た
り
原

島
委
員
長
は
、「
支
部

長
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
総

຿
小
委
員
会
で
٤
ۓ
の
՝
題

で
あ
る
会
長
ީ
ิ
者
選
出
に

関
す
る
規
ఔ
の
ૉ
案
が
ま
と

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
急
ᬎ
ご

৹
ٞ
い
た
だ
き
た
い
」
と
ड़

や
ա
ڈ
の
੒
ޭ
体
ݧ
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ࢼ
行
ࡨ

ޡ
し
な
が
ら
も
、
よ
り
豊
か

に
、
よ
り
持
続
Մ
能
な
ܦ
Ӧ

を
行
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
ड़
べ
た
。

べ
た
。

ٞ
事
で
は
、「
会
長
ީ
ิ

者
の
選
出
に
関
す
る
規
ఔ
」

の
改
正
ૉ
案
を
৹
ٞ
。
見
௚

し
の
ϙ
イ
ン
ト
は
、
ᶃ
会
長

ީ
ิ
者
の
選
出
方
๏（
会
長

ީ
ิ
者
選
出
・
؅
理
委
員

会
の
ઃ
置
の
ੋ
ඇ
）、
ᶄ

会
長
ީ
ิ
者
選
出
・
؅
理

委
員
会
の
委
員
の
選
೚
方

๏
、ᶅ
会
長
ީ
ิ
者
選
出・

؅
理
委
員
会
の
委
員
長
の

選
೚
方
๏
、
ᶆ
会
長
の
೚

期
制
ಋ
入
の
ੋ
ඇ
Ổ
Ổ
に

つ
い
て
検
౼
し
た
も
の
。

今
後
、
委
員
か
ら
ڍ
が

っ
た
意
見
を
基
に
、
今
年

度
中
に
総
຿
小
委
員
会
お

よ
ͼ
総
຿
委
員
会
で
再
検
౼

や
म
正
を
重
ね
た
上
で
、
改

正
案
を
࡞
੒
し
、
来
年
の
理

事
会
に「
会
長
ީ
ิ
者
の
選

出
に
関
す
る
規
ఔ
」
の
改
正

案
を
ࢾ
る
こ
と
と
し
た
。

講
）࠲
２
部
ߏ
੒
）
＝
１
部

は
ಠ
自
༧
想
の
模
ٖ
ࢼ
ݧ
と

そ
の
ৄ
ࡉ
な
ղ
આ
、
２
部
は

重
ཁ
ϙ
イ
ン
ト
ڭ
ࡐ
に
よ
る

講
ٛ
の
௚
前
対
策
講
࠲
ʗ
̬

̞
̣
̜
ジ
ャ
パ
ン
特
定
社
会

อ
ݥ
労
຿
࢜
・
行
政
書
࢜
の

山
ా
信
޹
ࢯ
ʗ
テ
キ
ス
ト
代

３
０
０
０
ԁ（
税
ࠐ
み
）

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
協
̝
̥
を

参
র
。

˜
問
い
߹
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
຿
部
交
通・؀
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

東
ト
協
は
12
月
４
Ỗ
６
日

の
３
日
間
、
ߐ
東
区
の
東
京

ビ
ッ
グ
α
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た「
Ｓ
̙
̜
͂
̬
̴
̴
̺

̚
̭
̥
̤
２
０
２
４
」
の

エ
コ
プ
ロ
に
ϒ
ー
ス
を
出
展

し
、
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
̜
̚
̥
）の
活

動
や
྘
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク

東
ト
協
は
12
月
11
日
、
日

本
ܦ
ࡁ
新
ฉ（
東
京・ट
都
ݍ

ܦ
ࡁ
面
）に「
ಇ
き
方
改
ֵ
推

進
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
３
回

連
ࡌ
シ
リ
ー
ζ
広

告
第
３
回
目（
ࣸ

ਅ
）を
掲
ࡌ
し
た
。

３
回
目
は
、「
あ

の
໾
割
、
東
京
都
の
՟
物
༌

送
ධ
価
制
度
な
ど
を
঺
հ
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ϒ
や
Ｓ
̙
̜
͂

な
ど
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
業
界
の
؀
境
対
策
が
交

通
安
全
に
も
ܨ
が
る
こ
と
な

ど
を
パ
ネ
ル
で
ղ
આ
し
た
。

東
ト
協
ϒ
ー
ス
に
は
、
՝

外
त
業
と
し
て
来
場
し
た

小
・
中
学
生
を
は
じ
め
、
多

く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

ϒ
ー
ス
来
場
者
を
対
象

η
ミ
ナ
ー
で
は
、
物
流
業

界
の
問
題
఺
や
現
状
に
つ
い

て
参
Ճ
者
ಉ
࢜
で
の
意
見
交

׵
が
行
わ
れ
、
参
Ճ
者
か
ら

は
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
自
治
体

と
の
災
害
協
定
、

標
準
的
運
賃
、
೩

料
ߴ
ಅ
対
策
、
̙

̭
の
推
進
な
ど
も

取
り
上
げ
た
。

各
支
部
長
か
ら

の
意
見
発
表
後
、

水
໺
会
長
が
総
ׅ

を
行
な
い
、
協
会

と
し
て
の
取
り
組

み
の
方
向
ੑ
や
̴

ラ
ー
χ
ン
グ
・
シ

ミ
ỿ
レ
ー
タ
ー
の

事
業
化
を
検
౼
し

て
い
る
と
આ
明
し

た
。

ѱ
影
響
を
༩
え
る
再
഑

ୡ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
物
流
の
正
常
化
を

ૌ
え
る
も
の
。

今
回
の
シ
リ
ー
ζ
広

告
は
、「
ಇ
き
方
改
ֵ
」

に
お
け
る
会
員
事
業
者

の
労
ಇ
時
間
୹
ॖ
へ
の

取
り
組
み
や
、
人
手
不

足
ղ
ফ
に
向
け
た
人
ࡐ

֬
อ
を
支
ԉ
す
る
目
的

で
掲
ࡌ
。
ՙ
主
に
向
け

て
、
適
正
運
賃
の
収
受

や
労
ಇ
؀
境
の
改
ળ
へ

の
理
ղ
を
促
す
内
༰
と

な
っ
て
い
る
。

か
、
各
支
部
と
ϋ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
の
連
ܞ
に
よ
る
ब
৬
આ

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
会

員
事
業
者
の
人
ࡐ
֬
อ
を
支

ԉ
し
て
い
る
。

東
ト
協
で
は
、
広
告
に
よ

る
ՙ
主
へ
の
理
ղ
と
と
も

に
࠾、
用
を
支
ԉ
す
る
た
め
、

東
ト
協
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
に
ٻ

人
৘
ใ
を
掲
ࡌ
し
て
い
る
ほ

に
、
グ
リ
エ
コ
ク
イ

ζ（
大
人
・
こ
ど
も

用
）と
ア
ン
έ
ー
ト

を
実
ࢪ
し
、
̜
̚
̥

や
՟
物
༌
送
ධ
価

制
度
、
྘
ナ
ン
バ

ー
ト
ラ
ッ
ク
に
関

す
る
આ
問
と
運
送

α
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
一
般
の
੠
を
収

集
。回
౴
者
に
は
、

ノ
ベ
ル
テ
ỹ
を
プ

レ
θ
ン
ト
し
た
。

の
ච
੻
が
、物
語
る
も
の
。」

と
し
、
不
在
連
བྷ
票
に
急
い

で
ه
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の

名
前
が
、
物
流
の
ޮ
率
化
に

ඪ
४
త
ӡ
௞
ಧ
ग़
཰
þü
・
̐
ˋ

ҙ
ݟ
ަ
׵
ڠ
ձ
ӡ
Ӧ
ʹ
׆
͔
͢

小学校で交通安全教室

トラックから死角体験東
ト
協
港
支
部

෺
ྲྀ
ͷ
ਖ਼
ৗ
Խ
Λ
ٻ
Ί
Δ

ＧＥＰ活動をＰＲ

α
ε
ς
φ
ϒ
ϧ
ܦ
Ӧ
ͷ
औ
Γ
૊
Έ
Λ

ਓ
ࡐ
֬
อ
ࢧ
ԉ
΁

೔ܦγϦʔζࠂ޿ୈ̏஄౦ト協

Τ
ί
ϓ
ϩ
Ͱ

ϒ
ồ
ε
ग़
ల

౦ト協

ӡ
؅
ࢼ
ݧ
事
લ
ߨ
श
ձ

６
年
度

ୈ
̎
ճ

౦ト協

̍
ʗ
ùþ
・
̎
ʗ
̏
·
Ͱ

ਃ
ࠐ
ड
෇

౦ト協 Ӧ者ηϛナーܦ

支
部
長
会

̒
೥
౓

ୈ
̍
ճ

౦ト協 総務委員会

ձ௕ީิ者બग़ݟ௚͠΁
վਖ਼ૉҊを৹ٞ
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和６年11月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 93 47 25 5 0 18 4 0 0 37 229
関与事故件数 90 39 27 5 0 18 4 0 0 94 277
（前年比） −1 −12 −7 −2 ±0 +3 −2 ±0 ±0 −19 −40

中
型

１当件数 51 33 17 5 0 16 6 0 1 42 171
関与事故件数 55 32 22 5 0 11 6 1 1 84 217
（前年比） −13 −8 −2 −5 ±0 −7 ±0 +1 +1 −10 −43

準
中
型

１当件数 128 83 49 8 6 18 9 0 1 63 365
関与事故件数 130 70 66 8 5 17 12 0 1 172 481
（前年比） −5 −20 +8 ±0 +2 −7 ±0 −1 ±0 −31 −54

普
通
・
軽

１当件数 409 190 167 37 23 47 23 3 0 149 1,048
関与事故件数 431 175 211 37 23 42 20 8 0 454 1,401
（前年比） −13 −21 −4 +9 +2 −9 +2 +3 −1 +33 +1

合
計

１当件数 681 353 258 55 29 99 42 3 2 291 1,813
関与事故件数 706 316 326 55 28 88 42 9 2 804 2,376
（前年比） −32 −61 −5 +2 +4 −20 ±0 +3 ±0 −27 −136

死
者
数

大型貨物車（１当） 4 1 1 3 0 0 0 0 0 2 11
中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 3
準中型貨物車（１当） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

�ྩ࿨̒೥11݄຤
ͷ౎಺શҬࡏݱ

ͷަ௨ൃނࣄੜ݅਺ʢຊ೥
݅���
�ʣ͸ɺ�ສܭྦྷͰɺ
લ೥ಉظൺ1
গݮ1��݅
͠ɺऀࢮ਺͸1��ਓͰલ೥
ಉظൺ1�݅૿Ճͱͳͬͨɻ
ɹӦۀ༻՟෺ंͷؔ༩ނࣄ
ʢ「ҧ൓ผ」දのԼஈ「஫」
রʣൃࢀ ੜ݅਺ʢຊ೥ྦྷܭʣ
͸�
���݅Ͱɺલ೥ಉظൺ

�਺͸1ऀࢮগ͠ɺݮ1��݅
ਓͰલ೥ಉظൺ̏݅ݮগͱ
ͳͬͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰ͸ɺӈંࠨ
࣌ͷं྆૬͕ނࣄޓ���
݅Ͱલ೥ಉظൺ��݅ݮগ
͠ɺऀࢮ਺͸̎ ਓͩͬͨɻ
ɹҧ൓ผͰ͸ɺ̓ શෆ֬ೝ
ʹΑΔؔ༩݅ނࣄ਺͕���
݅Ͱɺલ೥ಉظൺ��݅ݮগ
ͱͳͬͯ ͍Δɻ

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

◎�高速道路等の単調な道路での走行は漫然運転に陥りやすいこ
とを意識し、常に一定の緊張感を保って運転を行うこと。また、
十分な車間距離の確保に努め、ゆとりをもって運転すること。
日　時 ��݄̑೔ʢ໦ʣ ��࣌��෼ൃࠒੜʢ੖ఱʣ
場　所 ീԦࢢࢠ	ࠃಓ��߸ 

当事者 ᶃۀࣄ༻େܕ՟෺ ʢंஉੑ��୅ʣ╳ᶄݪಈػ෇ࣗస ʢंஉੑ��୅ࢮ๢ʣ

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 府中

至 高尾

八王子市大和田町

概　要
事業用大型貨物車が、国道20号を府中方向から高尾
方向に二車線道路の第二通行帯を進行中、前方を走
行中の原動機付自転車に気付かず追突したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

東
京
労
ಇ

ہ
は
こ
の
ほ

ど
、
積
ઇ
・

ౚ
結
を
原
Ҽ

と
す
る
転
౗

災
害
の
๷
ࢭ

を
呼
ͼ
か
け

て
い
る
。

ౙ
ق
に
お

い
て
は
、
積

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
13
日
、
東
ト
総
߹
会
館

で
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
の
ڞ
催
に
よ
り
、「
プ
ラ

ン
２
０
２
５
目
標
ୡ
੒
フ
ル

η
ミ
ナ
ー
Ỗ
࡟
減
目
標
ୡ

੒
へ
の
取
り
組
み
Ỗ
」
を

開
催
し
た
。

開
催
に
౰
た
り
、
全
ト

協
の
Ԯ
原
正
ޗ
調
査
໾
が

交
通
事
故
の
現
状
を
આ

明
。
２
０
２
３（
令
和
５
）

年
に
ҿ
ञ
運
転
の
事
故
が

大
幅
に
増
Ճ
し
た
こ
と
か

ら
、
改
め
て
ҿ
ञ
運
転
の

๾
໓
を
呼
ͼ
か
け
た
。

前
半
で
は
、
Ｓ
̤
̢
̥

̤
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ϟ
ビ
リ
テ
ỹ
コ

ン
α
ル
テ
ỹ
ン

グ
部
の
福
ా
խ

೭
ࢯ
が
、「
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
事

故
の
܏
向
と
๷
ࢭ
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。

福
ా
ࢯ
は
、全
ト
協
の「
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
߹

Լ
」「
ҿ
ञ
運
転
の
๾
໓
」を

掲
げ
、
重
఺
࡟
減
目
標（
各

都
道
෎
ݝ
の
ڞ
༗
目
標
）と

し
て「
車
両
୆
数
１
万
୆
౰

た
り
の
ࢮ
者
数
と
重
ই
者
数

の
߹
計
を
６
・
５
人
以
Լ
」

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
と
આ
明
し
た
。

令
和
５
年
度
の
ࢮ
者
数
と

重
ই
者
数
の
߹
計
は
１
１
３

７
人
、
ҿ
ञ
運
転
に
よ
る
人

身
事
故
件
数
は
23
件
で
前
年

ൺ
1þ
件
増
と
急
増
し
、
ま
た

車
両
୆
数
１
万
୆
౰
た
り
の

ࢮ
者
数
と
重
ই
者
数
の
߹
計

は
東
京
都
の
平
ۉ
で
７
・
３

人
と
、
す
べ
て
の
߲
目
で
目

標
を
ୡ
੒
で
き
て
い
な
い
た

全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会

は
12
月
13

日
、
東
ト
総

߹
会
館
で
、

「
生い

の
ち命
の
メ
ッ
η
ー
ジ
展
」

を
開
催
。
10
命
の
メ
ッ
η
ン

ジ
ャ
ー
お
よ
ͼ
੺
い
ໟ
ࢳ
ۄ

の
展
示
や
̙
̫
%
の
放
映
を

行
い
、
ಉ
日
の
η
ミ
ナ
ー
参

Ճ
者
や
本
部
৬
員
な
ど
が
؍

ཡ
し
た
。

ಉ
メ
ッ
η
ー
ジ
展
は
、
̣

̥
̤
๏
人
い
の
ち
の
ミ
ỿ
ー

ઇ
・
ౚ
結
を
原
Ҽ
と
す
る
転

౗
災
害
、
交
通
労
ಇ
災
害
と

と
も
に
、
আ
ઇ
࡞
業
中
の
௢

落
・
転
落
災
害
な
ど
の
労
ಇ

災
害
の
多
発
が
ݒ
೦
さ
れ
て

い
る
。
東
京
都
内
で
は
、
今

年
２
月
５
日
に
積
ઇ
８
₉
㍍

を
ه
࿥
し
、
ٳ
業
４
日
以
上

の
転
౗
災
害
が
40
件
発
生
。

翌
６
日
に
は
2þ
件
、
翌
々
７

日
に
は
23
件
発
生
し
、
積
ઇ

時
だ
け
で
な
く
、
ઇ
ղ
け
時

の
࿏
面
ౚ
結
に
も
஫
意
が
ඞ

ཁ
と
し
て
い
る
。

転
౗
災
害
の
๷
ࢭ
に
౰
た

り
、
ᶃ
気
象
৘
ใ
の
活
用
に

よ
る
リ
ス
ク
低
減
の
実
ࢪ
、

ᶄ
通
࿏
や
࡞
業
場
所
の
ౚ
結

な
ど
に
よ
る
ة
ݥ

๷
ࢭ
の
ప
ఈ
、
ᶅ

ಇ
く
ߴ
ྸ
者
の
特

ੑ
に
഑
ྀ
し
た
転

౗
災
害
๷
ࢭ
対
策

Ổ
Ổ
の
実
ࢪ
を
ٻ

め
て
い
る
。

安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」

で
は
、
事
故
࡟
減
目
標
と

し
て「
ࢮ
者
数
と
重
ই
者

数
の
߹
計
９
７
０
人
以

め
、
取
り
組
み
を
強
化
す
る

ඞ
ཁ
が
あ
る
と
指
摘
。
そ
の

上
で
、ҿ
ञ
運
転
๷
ࢭ
対
策
、

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
௥

ಥ・交
差
఺
事
故
の
܏
向
と
、

事
故
๷
ࢭ
対
策
に
つ
い
て
ղ

આ
し
、
事
業
者
・
؅
理
者
・

ド
ラ
イ
バ
ー
そ
れ
ͧ
れ
の
対

策
が
不
Մ
ܽ
で
あ
り
、
事
故

๷
ࢭ
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意

識
・
知
識
・
ٕ
ज़
の
ప
ఈ
と
、

ま
た
そ
れ
ら
を
事
業
所
が
し

っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
体
制
が
重
ཁ
と
強
調
し
た
。

後
半
で
は
、
４
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ

σ
ỹ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
事
故
๷
ࢭ
に
向
け
た
取

り
組
み
や
՝
題
、
こ
れ
か
ら

取
り
組
Ή
目
標
に
つ
い
て
、

受
講
者
ಉ
࢜
積
ۃ
的
に
意
見

交
׵
を
し
た
。

ジ
ア
ム
が
２
０
０
１（
平
੒

13
）
年
か
ら
実
ࢪ
し
て
い
る

も
の
で
、
ҿ
ञ
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
な
ど
理
不
ਚ
に
生

命
を
ୣ
わ
れ
た
٘
ਜ਼
者
が
主

໾
の
ア
ー
ト
展
。
٘
ਜ਼
者
一

人
ひ
と
り
の
౳
身
大
の
人
ܕ

パ
ネ
ル
は「
メ
ッ
η
ン
ジ
ャ

ー
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
ڳ
ݩ

に
本
人
の
ࣸ
ਅ
や
家
଒
の
言

葉
が
ష
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
足
Լ
に
は「
生
き

た
ূ
」
と
な
る
Ҩ
඼
の
ۺ
が

置
か
れ
て
お
り
、
い
の
ち
の

大
切
さ
を
ૌ
え
て
い
る
。

全
ト
協
で
は
、
取
り
組
み

を
支
ԉ
し
て
お
り
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
が
交
通
事
故
の

な
い
安
全
・
安
心
な
実
現
を

目
指
す
と
と
も
に
、
訪
れ
た

人
に
安
全
運
転
の
大
切
さ
を

今
一
度
自
֮
す
る
よ
う
ٻ
め

て
い
る
。

௥
ಥɾަ
ࠩ
఺
事
ނ
๷
ࢭ
΁

事
ނ
Λ
ى
͜
͞
ͳ
͍
ڧ
͍
ҙ
ࢤ
Λ

ҿ
ञ
ӡ
స
๾
໓
ͷ
ప
ఈ
Λ

౦࿑ہ

転倒災防止を呼びかけ

積雪・凍結  による ϓ
ϥ
ϯ
̎
０
̎
５

໨
ඪ
ୡ
੒
ϑ
ϧ
η
ϛ
φ
ồ

東
ト
協

全
ト
協

生命の
メッセージ展

全ト協
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˔
ࠃ
౔
ަ
௨
ল
、
ト
ラ
ッ

ク
̜
メ
ン
を「
ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
̜
メ
ン
」
へ
改
組
し
、

体
制
を
֦
ॆ
す
る
。
ࡢ
年
に

引
き
続
き
、
11
・
12
月
を
̜

メ
ン
に
よ
る「
集
中
؂
ࢹ
月

間
」
と
し
て
、
プ
ッ
シ
ỿ
ܕ

の
৘
ใ
収
集
を
実
ࢪ
し
、
適

正
な
取
引
を
્
害
す
る
ٙ
い

の
あ
る
ѱ
質
な
ՙ
主
な
ど
に

対
す
る
؂
ࢹ
を
強
化
す
る

（
１
日
）

˔
౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
自
由
ຽ
主
ౘ
東
京
都
支

部
連
߹
会
に
対
し
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の「
ト
ラ
ッ

ク
関
܎
ࢪ
策
に
関
す
る
ཁ
๬

書
」
と
あ
わ
せ
、
東
ト
協
ಠ

自
の
ཁ
๬
と
し
て「
東
京
都

へ
の
特
ผ
ཁ
๬
書
」
を
ఏ
出

し
、
そ
の
実
現
を
ಇ
き
か
け

る（
１
日
）

˔
౦
ژ
౎
、「
運
༌
事
業
者

向
け
೩
料
費
ߴ
ಅ
ۓ
急
対
策

事
業
」
を
実
ࢪ
し
、
支
ԉ
金

を
交
付
す
る
と
発
表
す
る
。

令
和
４
・
５
年
度
に
引
き
続

い
て
、
೩
料
価
格
の
ߴ
ಅ
・

ߴ
ࢭ
ま
り
の
影
響
を
大
き
く

受
け
て
い
る
中
小
の
՟
物
運

送
事
業
者
な
ど
を
対
象
に
実

ࢪ
す
る（
８
日
）

˔
੓
෎
、ྟ
時
ֳ
ٞ
で「
国

ຽ
の
安
心
・
安
全
と
持
続
的

な
੒
長
に
向
け
た
総
߹
ܦ
ࡁ

対
策
」
を
決
定
す
る
。
物
流

の
ޮ
率
化
、
঎
׳
行
の
見
௚

し
、
ՙ
主
・
ফ
費
者
の
行
動

変
༰
を
ப
と
す
る
ࢪ
策
を
一

体
的
に
講
じ
、
地
方
創
生
を

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
物
流
を

ֵ
新
す
る（
22
日
）

˔
ࠃ
ަ
ল
ܦ、
ࡁ
࢈
業
省
、

೶
ྛ
水
࢈
省
、
改
正
物
流
ޮ

率
化
๏
の
ՙ
主
・
物
流
事
業

者
な
ど
に
対
す
る
規
制
的
ા

置
の
ࢪ
行
に
向
け
て
、
߹
ಉ

会
ٞ
で
の
最
ऴ
取
り
ま
と
め

を
公
表
す
る（
2þ
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
運
༌
安
全
委

員
長
名
で「
安
全
֬
ೝ
の
ప

ఈ
に
よ
る
交
通
事
故
未
然
๷

ࢭ
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
、

事
故
の
未
然
๷
ࢭ
お
よ
ͼ
交

通
事
故
ࢮ
者
数
を
こ
れ
以
上

増
Ճ
さ
せ
な
い
た
め
、
歩
行

者
อ
ޢ
の
ప
ఈ
と
安
全
運
転

意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た

行
動
を
ٻ
め
る（
2ÿ
日
）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
12
月
13
日
、
令
和
６
年
度

「
引
越
事
業
者
༏
ྑ
ೝ
定
制

度
」（
引
越
安
心
マ
ー
ク
・
ࣸ

ਅ
）の
ೝ
定
事
業
者
を
発
表

し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、

今
年
度
は
引

越
α
ー
ビ
ス

名
শ
୯
位
で
þ0
事
業
者
か
ら

申
੥
が
あ
り
、৹
査
の
結
果
、

新
規
・
ߋ
新
を
߹
わ
せ
て

ý9
事
業
者（
１
１
２
事
業
所
）

を
ೝ
定
し
た
。

内
༁
は
、
新
規
ೝ
定
は
10

事
業
者
で
、
ߋ
新
ೝ
定
は
59

事
業
者
。
ま
た
、
東
京
都
内

（
本
社
所
在
地
）の
ೝ
定
数

国
土
交
通

省
と
ܦ
ࡁ
࢈

業
省
は
12
月

６
日
、
令
和

６
年
度「
物

流
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
༏

ྑ
事
業
者
表

জ
」
受
賞
者

を
決
定
し
た
。

大
ਉ
賞
の

国
交
大
ਉ
表
জ
は
、「
༌
送

Ϟ
ジ
ỿ
ー
ル
の
標
準
化
ٴ
ͼ

検
඼
レ
ス
ೲ
඼
౳
に
よ
る
物

流
の
ޮ
率
化（
実
ࢪ
事
業
者

ʗ
ླ
༩
ほ
か
10
社
）が
受
賞
。

そ
の
内
༰
は
、
長
ڑ
཭
༌
送

手
ஈ
の
安
定
֬
อ
と
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
ಇ
؀
境
改
ળ
を
ਤ

る
た
め
、
Ｔ
11
パ
レ
ッ
ト
α

全
日
本

ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
12

月
1ý
日
、

全
国
՟
物
自
動
車
運
送
適
正

化
事
業
実
ࢪ
ػ
関
と
し
て
、

令
和
６
年
度「
՟
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
ੑ
ධ
価
事

業
」（
̜
マ
ー
ク
制
度
）の
ධ

価
を
決
定
し
、
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
度
は

新
規
・
ߋ
新
を
߹
わ
せ
て
９

０
５
６
事
業
所（
事
業
者
数

５
０
５
３
社
）を
、
安
全
ੑ

༏
ྑ
事
業
所
に
ೝ
定
し
た
。

今
年
度
の
ೝ
定
に
よ
り
、

２
Ỗ
５
年
度
に
ೝ
定
し
た
事

業
所
と
߹
わ
せ
て
、
ೝ
定
事

業
所
総
数
は
２
万
９
０
６
９

事
業
所
と
な
り
、
全
事
業
所

数（
12
月
現
在
）に
઎
め
る

割
߹（
ೝ
定
取
得
率
）は
33
・

９
％
で
、
前
年
度
ൺ
０
・
５

⻲
上
昇
し
た（
ά
ϥ
ϑ
ࢀ
র

ʗ
以
Լ
、
上
昇
・
低
Լ
な
ど

ൺ
ֱ
は
前
年
度
ൺ
）。

ೝ
定
事
業
所
に
所
ଐ
す
る

車
両
୆
数
は
þý
万
１
４
１
３

୆
で
、
全
Ӧ
業
用
ト
ラ
ッ
ク

（
５
年
３
月
末
時
఺
）に
઎

め
る
割
߹
は
52
・
４
％
に
相

౰
し
、０
・
９
⻲
ߴ
ま
っ
た
。

ま
た
、
事
業
者
୯
位
の
ೝ

定
数
は
１
万
３
０
５
７
社

で
、全
事
業
者
数（
ಉ
）に
઎

め
る
割
߹
は
20
・
７
％
と
な

り
、０
・
１
⻲
上
昇
し
た
。

今
年
度
ೝ
定
の
内
༁
は
、

新
規
が
１
０
２
５
事
業
所

イ
ζ
な
ど
༌
送
Ϟ
ジ
ỿ
ー
ル

の
標
準
化
に
よ
り
、
ト
レ
ー

ラ
を
活
用
し
た
ෳ
数
ՙ
主
に

よ
る
ࠞ
ࡌ
ラ
΢
ン
ド
༌
送
を

実
現
し
た
。

ま
た
、̙

（̘
在
ݿ
ܕ
）化

お
よ
ͼ
̖
Ｓ
（̣
事
前
出
ՙ

通
知
）を
活
用
し
た
検
඼
レ

ス
ೲ
඼
な
ど
に
よ
る
৯
඼
メ

ー
カ
ー
ڞ
ಉ
഑
送
の
ޮ
率
化

も
実
ࢪ
し
た
。

一
方
、
大
賞
の
ܦ
࢈
大
ਉ

表
জ
は「
৯
඼
・
ҿ
料
業
界

初
の
中
ڑ
཭
帯
で
の
大
規
模

՟
物
మ
道
༌
送
へ
の
௅
ઓ
」

（
ಉ
ʗ
ネ
ス
レ
日
本
ほ
か
３

社
）が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
部
໳
賞
の
物
流
ߏ

଄
改
ֵ
表
জ
で
は
、
２
０
２

４
年
問
題
へ
の
対
応
と
し

（
13
・
３
％
減
）、

ߋ
新（
初
回
Ỗ
６

回
目
）が
８
０
３

１
事
業
所
。
今
年

度
の
６
回
目
ߋ
新

は
１
２
８
０
事
業

所
で
、
20
年
に
わ

た
る
長
期
ೝ
定
事

業
所
と
し
て
、「
ゴ

ー
ル
ド
̜
マ
ー

ク
」
ス
テ
ッ
カ
ー

を
使
用
で
き
る
。

今
年
度
ೝ
定
数

を
都
道
෎
ݝ
ผ

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会

て
、「
ෳ
数
՝

題
ಉ
時
ղ
決
！

ダ
イ
Ϡ
グ
ラ
ム
の
抜
本
的
改

定
」（
ಉ
ʗ
日
本
ア
ク
η
ス
ほ

か
２
社
）が
受
賞
。
そ
の
内

༰
は
、
小
ച
り
チ
ェ
ー
ン
、

৯
඼
Է
、
物
流
企
業
が
連
ܞ

し
、
ศ
ご
と
の
ೲ
඼
カ
テ
ゴ

リ
・
店
着
時
間
指
定
؇
和
、

積
ࡌ
１
０
０
％
後
഑
送
、
最

ऴ
ศ
௥
送
廃
ࢭ
な
ど
、
抜
本

的
に
ル
ー
ル
を
改
定
し
、
組

み
߹
わ
せ
に
よ
り
全
く
新
し

い
ダ
イ
Ϡ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

た
取
り
組
み
。

こ
の
ほ
か
、
部
໳
賞
・
特

ผ
賞
は
࣍
の
通
り（
カ
ッ
コ

内
実
ࢪ
事
業
者
）。

ợ
国
交
省
Ụ

˜
物
流
̙
̭
・
標
準
化
表

জ
＝
̖
̞
と
ध
ཁ
༧
ଌ
を
活

用
し
た
ԕ
ִ
地
向
け
フ
ル
ラ

イ
ン
ܕ
シ
ェ
ア
物
流（
ࠤ
઒

急
ศ
ほ
か
２
社
）

˜
物
流
ߏ
଄
改
ֵ
表
জ
＝

新
関
੢
物
流
η
ン
タ
ー
新
ઃ

に
൐
う
α
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
ޮ
率
化
ٴ
ͼ
؀
境
負
ՙ
低

減
の
実
現（
ロ
ジ
ス
テ
ỹ
ー

ド
ほ
か
４
社
）

˜
強
ਟ
・
持
続
Մ
能
表
জ

＝
ダ
ϒ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
ಋ

入
に
よ
る
̘
̤
２
ഉ
出
量
࡟

減
・
省
人
化（
η
ン
コ
ー
ほ

か
６
社
）

˜
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
会
ٞ
特
ผ
賞
＝

ҟ
業
種
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
リ

レ
ー
方
ࣜ
を
用
い
た
ラ
΢
ン

ド
༌
送
の
取
組（
α
ン
ト
リ

ー
ロ
ジ
ス
テ
ỹ
ク
ス
ほ
か
５

社
）

ợ
経
産
省
Ụ

˜
物
流
̙
̭
・
標
準
化
表

は
新
規
・
ߋ
新
を
߹
わ
せ
て

７
事
業
者
だ
っ
た
。

今
年
度
ೝ
定
の
༗
ޮ
期
間

は
、７
年
１
月
１
日
か
ら
９

年
12
月
31
日
ま
で
。

こ
れ
に
よ
り
、
引
越
༏
ྑ

事
業
者
ೝ
定
数（
来
年
１
月

以
߱
）は
、
４
・
５
年
度
に

国
土
交
通
省
は
12
月
４

日
、
自
動
車
運
送
業
分
໺
の

特
定
ٕ
能
１
号
ධ
価
ࢼ
ݧ
を

開
࢝
し
た
と
発
表
し
た
。

こ
れ
に
൐
い
、
ࢼ

ݧ
の
実
ࢪ
主
体
で
あ

る
日
本
海
事
協
会
は

ಉ
12
日
か
ら
、
ࢼ
ݧ

申
੥
者（
๏
人
）か

ら
受
ݧ
申
੥
の
受
付

を
開
࢝
し
、
ಉ
1ý
日

か
ら
、
出
張
ࢼ
ݧ
を

開
࢝
し
た
。

先
行
し
て
実
ࢪ
さ
れ
る
出

張
ࢼ
ݧ
方
ࣜ
は
、
ま
と
ま
っ

た
受
ݧ
者
数
が
あ
る
企
業
・

ೝ
定
し
た
事
業
者
と
߹
わ
せ

て
３
５
３
事
業
者（
１
６
８

９
事
業
所
）と
な
る
。

ೝ
定
事
業
者
は
引
越
༏
ྑ

事
業
者
と
し
て
、
車
両
の
ス

テ
ッ
カ
ー
や
એ
伝
ഔ
体
な
ど

に「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」
を

使
用
で
き
る
。
一
方
、
ڞ
通

ஂ
体
か
ら
の
申
੥
に
基
ͮ

き
、
ر
๬
す
る
会
場
で
受
ݧ

者
に
ϖ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
実

ࢪ
す
る
も
の
で
、
国
内
で
実

ࢪ
す
る
場
߹
、
受

ݧ
者
数
ʷ
受
ݧ
回

数（
受
ݧ
者
は
１

日
に
つ
き
最
大
３

回
ま
で
の
受
ݧ
が

Մ
能
）
20
࿮
以
上

か
ら
受
け
付
け
る
。

な
お
、
̘
Ｂ
Ｔ

方
（ࣜ
テ
ス
ト
η
ン
タ
ー
で

パ
ι
コ
ン
を
使
用
し
て
実

ࢪ
）に
よ
る
ࢼ
ݧ
は
現
在
準

備
中
。

জ
＝
事
຿
ػ
業
界
に
お
け
る

ෳ
数
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
ෳ
߹

ػ
な
ど
の
ڞ
ಉ
഑
送（
ビ
ジ

ネ
ス
ػ
ց
・
৘
ใ
シ
ス
テ
ム

࢈
業
協
会
ほ
か
1ÿ
社
）

˜
強
ਟ
・
持
続
Մ
能
表
জ

＝
メ
ー
カ
ー
の
֞
ࠜ
を
௒
え

た
物
流
σ
ー
タ
活
用
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出（
ߐ

࡚
グ
リ
コ
ほ
か
２
社
）

˜
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
会
ٞ
特
ผ
賞
＝

ڞ
ಉ
༌
入
お
よ
ͼ
Ϟ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
に
よ
る
α
ス
テ
ナ
ϒ

ル
な
೶
࢈
඼
༌
送
の
実
現

（
シ
ジ
シ
ー
ジ
ャ
パ
ン
ほ
か

４
社
）

表
জ
ࣜ
は
12
月
23
日
、
ઍ

代
ా
区
の
࠭
๷
会
館
ผ
館

で
開
催
さ
れ
た「
グ
リ
ー
ン

物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会

ٞ
」で
行
わ
れ
た
。

の
引
越
α
ー
ビ
ス
名
শ
内
の

事
業
所
に
、
ར
用
者
か
ら
の

相
ஊ
૭
ޱ
を
ઃ
置
す
る
ほ

か
、
標
準
引
越
運
送
約
׺
や

関
܎
๏
令
な
ど
を
९
क
し
た

対
応
に
努
め
る
こ
と
が
ٻ
め

ら
れ
る
。

受
ݧ
資
格
、
ࢼ
ݧ
実
ࢪ
方

๏
、申
੥
方
๏
な
ど
ৄ
ࡉ
は
、

日
本
海
事
協
会
ホ
ー
ム
ϖ
ー

ジ
を
参
র
。

特
定
ٕ
能
１
号
ධ
価
ࢼ
ݧ

は
、「
自
動
車
運
送
業
分
໺
」

に
お
い
て
、
在
ཹ
資
格「
特

定
ٕ
能
」
の
取
得
に
ඞ
ཁ
と

な
る
も
の
で
、
自
動
車
運
送

業（
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
）に
お
け
る
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
ղ
ফ
に
向
け
て
、

令
和
６
年
３
月
に
特
定
ٕ
能

制
度
の
対
象
分
໺
へ「
自
動

車
運
送
業
分
໺
」
が
௥
Ճ
さ

れ
て
い
た
。

の
会
員
以
外
を
ؚ
Ή
）に
み

る
と
、
多
い
ॱ
に
ᶃ
Ѫ
知
５

８
４
事
業
所
、
ᶄ
大
ࡕ
５
７

０
事
業
所
、
ᶅ
࡛
ۄ
５
６
２

事
業
所
、
ᶆ
東
京
５
２
７
事

業
所
、
ᶇ
神
ಸ
઒
５
２
６
事

業
所
、
ᶈ
北
海
道
４
３
６
事

業
所
、
ᶉ
福
岡
３
９
４
事
業

所
、ᶊ
ઍ
葉
３
７
８
事
業
所
、

ᶋ
ฌ
ݿ
３
３
７
事
業
所
、
ᶌ

੩
岡
２
９
６
事
業
所
と
な
っ

て
い
る
。

Ѫ
知
の
ೝ
定
数
が
引
き
続

き
、
全
国
で
最
も
多
い
。
ま

た
、
東
京
は
前
年
度
の
３
位

か
ら
４
位
に
ラ
ン
ク
ダ
΢
ン

し
た
。

ೝ定ۀࣄॴ਺ͱೝ定औಘ཰ͷਪҠ
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22,24222,242

27.6

23,27123,271

28.7
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環
境
負
荷
低
減
の
取
組
を
展
開

˖��݄෼˖

引
越
事
業
者
優
良
認
定

６
年
度

認
定
取
得
率
は
33
・
９
％

車
両
割
合
52
・
４
％
に
上
昇

９
０
５
６
事
業
所
認
定

新
規
・
更
新
69
社（
１
１
２

事
業
所
）

６
年
度

全ト協

全ト協

安
全
性
優
良
事
業
所

物流パートナーシップ
優良事業者表彰国交省・経産省

６ 年 度

自動車運送業分野

特定技能１号
評価試験を開始
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税
制
改
正
で

「
年
収
の
壁
」

が
関
心
を
集
め

た
が
、
今
、
中

小
企
業
の
前
に

大
き
く
立
ち
は
だ
か
る
壁

と
言
え
ば
、
コ
ス
ト
増
分

の
転
嫁
問
題
だ
◆
人
件
費

や
物
価
上
昇
が
続
く
中
、

様
々
な
転
嫁
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
き
た
が
、
９
月
の

「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に

よ
れ
ば
、
コ
ス
ト
全
般
の

転
嫁
率
は
約
５
割
。
半
年

前
よ
り
小
幅
な
が
ら
上
昇

し
た
が
、
ま
だ
道
半
ば
の

状
況
に
あ
る
◆
な
か
で

も
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の

転
嫁
状
況
は
依
然
、
芳
し

く
な
い
。
徐
々
に
上
昇
し

て
い
る
が
、
取
引
先
へ
の

転
嫁
率
は
約
34
％
で
、
集

計
30
業
種
中
の
29
位
と
低

い
。
コ
ス
ト
増
を
理
由
に

運
賃
の
値
上
げ
を
申
し
入

れ
て
も
、
な
か
な
か
応
じ

て
も
ら
え
な
い
と
こ
ろ
が

多
い
よ
う
だ
◆
た
だ
、
手

だ
て
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
国
土
交
通
省
が
最
近

の
コ
ス
ト
増
を
反
映
し
た

「
標
準
的
運
賃
」
を
告
示

し
て
い
る
。
言
わ
ば
、
こ

れ
は
国
交
省「
お
墨
付
き
」

の
収
受
し
て
然
る
べ
き
運

賃
水
準
。
こ
の
告
示
を
活

用
し
て
、
交
渉
を
進
め
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
◆
来
年

は「
２
０
２
４
年
問
題
」も

２
年
目
。
そ
の
影
響
は
よ

り
顕
在
化
す
る
は
ず
で
、

手
を
こ
ま
ね
い
て
は
い
ら

れ
な
い
。「
標
準
的
運
賃
」

を
適
用
し
、
転
嫁
の
壁
を

乗
り
越
え
る
年
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

来
年
の
干
支
は
乙
巳

（
き
の
と
み
）、
ヘ
ビ
年

で
す
。
脱
皮
を
す
る
ヘ

ビ
は
、
古
い
姿
を
捨
て

新
し
い
姿
に
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
か
ら
、「
復
活

と
再
生
」を
連
想
さ
せ
、

不
老
長
寿
や
力
強
い
生

命
力
に
つ
な
が
る
縁
起

の
い
い
動
物
、
ま
た
古

く
か
ら

神
様
の
遣
い
と
し
て
も
信
仰

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
乙
巳
は
、困
難

が
あ
っ
て
も
紆
余
曲
折
し
な
が
ら

進
み
、努
力
を
重
ね
物
事
を
安
定
さ

せ
て
い
く
、そ
ん
な
意
味
を
も
つ
年

の
よ
う
で
す
。

東
急
大
井
町
線
の
戸
越
公
園
駅

よ
り
徒
歩
12
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
る
蛇
窪
神
社
は
、か
つ
て
一
帯
が

蛇
窪
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
に
、鎌
倉

末
期
に
創
建
さ
れ
た
と
伝

わ
る
神
社
。
白
蛇
大

神
と
蛇
窪
龍
神
が

一
緒
に
祀
ら
れ
て
い
る
、
全

巳
が
龍（
身
が
立
つ
）

立
身
出
世
の
ご
利
益

蛇窪神社
品川区二葉4-4-12

地
か
ら
多
く
の
参
拝
者
が

訪
れ
ま
す
。

国
で
も
珍
し
い
神
社
だ

そ
う
で
す
。
境
内
の
中
に
は
、金
運

ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
そ
う
な
銭
回
し

や
銭
洗
所
が
あ
り
、「
巳
が
龍（
身
が

立
つ
）＝
立
身
出
世
の
願
い
を
叶
え

る
」と
、地
域
の
人
々
を
は
じ
め
、各

金
運
ア
ッ
プ
・
病
気
平
癒
な
ど

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
乙
巳
は
、困
難

が
あ
っ
て
も
紆
余
曲
折
し
な
が
ら

金
運
ア
ッ
プ
・
病
気
平
癒
な
ど

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
乙
巳
は
、困
難

国
で
も
珍
し
い
神
社
だ

金
運
ア
ッ
プ
・
病
気
平
癒
な
ど

か
で
、
あ
ん
な
事
故
が
起
こ
っ

た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
帰
り
道
に
は
、
東
日
本

大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

が
あ
り
ま
す
。「
原
子
力
郷
土

の
発
展
豊
か
な
未
来
」と
い
う
、

双
葉
町
に
あ
っ
た
看
板
の
レ
プ

リ
カ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
〝
も
の
を
見
る
目
〟

が
以
前
と
は
完
全
に
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
境
に
日
本

が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
こ
れ

か
ら
ど
う
す
る
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
る
風
景
が
、
こ
こ
に
は
ま

だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
周
辺
を
自
転
車

で
巡
り
ま
し
た
。
２
０
１
１

年
に
あ
れ
だ
け
の
事
故
が
起

こ
り
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
自
分
の
目
で
見

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

折
り
た
た
み
自
転
車
を
常

磐
線
の
特
急
に
積
み
、
原
発

の
約
12
㌔
㍍
南
に
あ
る
富
岡

駅
に
着
き
ま
し
た
。
東
京
か

ら
特
急
で
３
時
間
、〝
福
島

第
一
〟は
意
外
と
近
い
。

ま
ず
は
駅
か
ら
近
い
、
東

京
電
力
廃
炉
資
料
館
に

行
き
ま
し
た
。
見
学
後

は
国
道
６
号
を
北
上

し
、
夜
ノ
森
地
区
に
向

か
い
ま
す
。
事
故
後
、

長
い
間
人
が
住
め
な
く

な
り
、
家
の
瓦
が
壊
れ

た
り
、
店
の
看
板
が
落
ち
て

い
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
い

く
つ
か
新
し
い
家
も
建
っ
て

い
ま
し
た
。
駅
近
く
の
桜
並

木
は
福
島
屈
指
の
桜
の
名
所

で
、
春
に
は
10
万
人
が
訪
れ

た
そ
う
で
す
。
今
度
は
春
に

訪
れ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

原
発
か
ら
３
㌔
㍍
ほ
ど
の

大
熊
町
に
差
し
か
か
る
と
、

右
側
に
は
ロ
ー
プ
が
張
ら

れ「
帰
宅
困
難
区
域
に
つ
き
、

通
行
制
限
中
で
す
」
と
い
う

看
板
が
あ
ち
こ
ち
に
立
っ
て

い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
に
は
警

備
員
が
立
ち
、
出
入
り
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
周
辺

の
空
間
放
射
線
量
の
掲
示
板

を
見
る
と
、
毎
時
１
・
12
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
。
人
が

暮
ら
す
に
は
、
ま
だ
厳
し
い

レ
ベ
ル
で
す
。

こ
の
日
は
双
葉
町
近
く
の

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
宿
泊

し
、
翌
日
は
、
黒
い
土
の
う

袋
で
埋
ま
る
空
き
地
を
抜

け
、
近
く
の
郡
山
海
岸
に
行

く
と
原
発
が
見
え
ま
し
た
。

た
だ
、
目
の
前
に
広
が
る
海

が
と
て
も
き
れ
い
で
、
穏
や

く
つ
か
新
し
い
家
も
建
っ
て

く
つ
か
新
し
い
家
も
建
っ
て

福
島
第
一
原
発
周
辺
を
自
転
車
で

あの日から何が変わった
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福
島
第
一
原
発
周
辺
を
自
転
車
で

福
島
第
一
原
発
周
辺
を
自
転
車
で

福
島
第
一
原
発
周
辺
を
自
転
車
で

●新語・流行語大賞のノミネート
アサイーボウル
アザラシ幼稚園
インバウン丼

◯ 裏金問題
◯ 界隈
カスハラ
コンビニ富士山
侍タイムスリッパ―

◯ 初老ジャパン
◯ 新紙幣
新NISA
ソフト老害
トクリュウ
南海トラフ地震臨時情報
猫ミーム
はいよろこんで
8番出口
はて？
BeReal
被団協

◯ 50―50
◎ ふてほど
◯ Bling―Bang―Bang―Born
ブレイキン

◯ ホワイト案件
マイナ保険証一本化

◯ 名言が残せなかった
◯ もうええでしょう
やばい、かっこよすぎる俺
令和の米騒動

※◎は年間大賞、◯はトップテン

今年の漢字は５度目の「金」に
（テレビ中継の様子）

は
な
い
か
と
感
じ
て
し
ま
う（
世
相

に
遅
れ
気
味
）。

で
も「
界
隈
」
と
い
う
言
葉
は
、ず

っ
と
昔
か
ら
使
っ
て
い
た
。
今
風
の

「
界
隈
」
の
使
い
方
を
指
摘
さ
れ
る

と
、
か
つ
て
の
「
エ
リ
ア
・
人
・
カ

ル
チ
ャ
ー
」
か
ら
「
エ
リ
ア
・
カ
ル

チ
ャ
ー
」
感
が
か
な
り
薄
ま
っ
て
い

る
と
感
じ
た
。
そ
う
呟
く
と
、
大
賞

に
な
っ
た
「
ふ
て
ほ
ど
」
に
つ
な
が

る
よ
と
相
手
に
た
し
な
め
ら
れ
て
し

ま
い
、
返
す
言
葉
も
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。

こ
の
「
ふ
て
ほ
ど
」
が
新
語
・
流

行
語
大
賞
と
な
り
、
早
速
国
会
委
員

会
で
の
質
問
に
も
登
場
し
た
。
昭
和

と
令
和
の
間
を
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

な
が
ら
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
、
Ｔ
Ｂ

Ｓ
系
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
不
適
切
に

も
ほ
ど
が
あ
る
！
』
が
発
信
地
だ
。

ト
ッ
プ
テ
ン
で
は
、
米
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
で
活
躍
の
大
谷
翔
平
選
手
、

パ
リ
五
輪
で
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
は

じ
め
、
活
躍
し
た
選
手
た
ち
の
言
葉

が
入
る
と
と
も
に
、「
裏
金
問
題
」
や

「
ホ
ワ
イ
ト
案
件
」
な
ど
、
世
間
を
騒

が
せ
て
い
る
負
の
言
葉
も
入
っ
て
い

る
。30

回
目
を
迎
え
る「
今
年
の
漢
字
」

は「
金
」と
な
り
、12
月
12
日
に
京
都
・

３
位
に
入
り
、
４
位
は

「
震
」、５
位
は「
新
」
と

な
っ
た
。

１
位
の
「
金
」
に
つ

い
て
は
、
プ
ラ
ス
面
の

輝
く
ゴ
ー
ル
ド
と
、「
お

金
」
に
ま
つ
わ
る
政
治

が
ら
み
の
裏
金
問
題
や

闇
バ
イ
ト
な
ど
、
マ
イ

ナ
ス
面
の
両
面
が
投
影

さ
れ
て
い
る
。

新
語
・
流
行
語
と
今

年
の
漢
字
を
見
て
み
る

と
、「
初
老
ジ
ャ
パ
ン
」

繁
華
街
の
夜
を
彩
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
輝
き

が
、
２
０
２
４
年
か
ら
２

０
２
５
年
へ
の
い
ざ
な
い

の
よ
う
だ
。
２
０
２
５
年

は
「
昭
和
１
０
０
年
」
と

な
り
、様
々
な〝
昭
和
論
〟

が
あ
ふ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
な
が
ら
、
２
０

２
４
年
の
世
相
は
ど
う
だ

っ
た
か
、
世
間
の
関
心
は

ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
考

え
て
み
た
。
や
は
り
動
き

の
速
い
世
相
や
、
今
の
は

や
り
を
表
わ
す
「
２
０
２

４
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流
行
語
大

賞
」（「
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
」
編
）

と
、今
年
の
実
感
を
一
言
で
表
す「
今

年
の
漢
字
」（
日
本
漢
字
能
力
検
定
協

会
）を
手
掛
か
り
に
し
て
み
た
。

30
の
言
葉
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

「
今
年
の
新
語
・
流
行
語
」（
表
）の

な
か
か
ら
、
一
番
世
相
を
象
徴
す
る

出
来
事
や
事
件
な
ど
に
関
す
る
10
の

言
葉
が
選
ば
れ
、
大
賞
が
決
ま
る
。

さ
て
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
30
の
言

葉
が
分
か
り
、
う
ま
く
使
え
、
世
相

に
明
る
い
と
自
信
が
持
て
る
人
は
、

ど
れ
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自

分
を
振
り
返
っ
て
み
て
半
分
も
分
か

っ
て
い
な
い
の
で
、
世
相

に
つ
い
て
い
け
な
い
の
で

清
水
寺
の
貫
主
が
揮き

ご
う毫
し
て
発
表
さ

れ
た
。
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が

１
９
９
５
年
か
ら
１
年
の
世
相
を
表

す
漢
字
一
字
を
全
国
か
ら
募
集
し
、

応
募
数
が
一
番
多
か
っ
た
漢
字
を
発

表
す
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
は
「
金
」
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
今
年
も
そ

の
例
に
も
れ
ず
、
通
算
5
度
目
と
な

る
「
金
」
が
選
ば
れ
た
。
揮
毫
し
た

清
水
寺
の
森
清
範
貫
主
は
、
こ
れ
ま

で
も
「
金
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い

る
の
で
色
々
と
書
体
を
調
べ
た
と
苦

労
し
た
よ
う
で
、
中
継
し
て
い
た
テ

レ
ビ
番
組
の
出
演
者
た
ち
も
、
す
ぐ

に
は
「
金
」
と
い
う
文
字
か
分
か
ら

な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

今
年
の
漢
字
の
応
募
総
数
は
22
万

１
９
７
１
票
で
、「
金
」
は
1
万
２
１

４
８
票
。
２
位
は
能
登
半
島
地
震
、

さ
ら
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
豪
雨

災
害
な
ど
、
大
規
模
な
災
害
や
事
故

の
発
生
を
受
け
て
の
「
災
」、
大
谷
翔

平
選
手
の
「
50
―50
」
な
ど
米
メ
ジ
ャ

ー
リ
ー
グ
で
の
活
躍
か
ら
「
翔
」
が

や
10
代
の
若
い
選
手
た
ち
な
ど
、
幅

広
い
世
代
が
パ
リ
五
輪
で
の
大
活
躍

と
、
新
紙
幣
発
行
に
寄
せ
て
景
気
回

復
へ
の
期
待
な
ど
明
る
い
話
題
に

反
し
て
、
政
治
の
裏
金
問
題
、
生
活

逼ひ
っ
ぱ
く迫
か
ら
の
「
ホ
ワ
イ
ト
案
件
」、
こ

れ
ま
で
減
反
政
策
を
推
し
進
め
て
き

た
結
果
の
コ
メ
不
足
が
世
間
を
騒
が

せ
た
「
令
和
の
米
騒
動
」（「
米
」
は
今

年
の
漢
字
で
10
位
）と
い
う
、
影
の

部
分
も
映
し
出
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
新
語
・
流
行
語
や
今

年
の
漢
字
を
眺
め
て
み
る
と
、
時
代

が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
。
皆
さ
ん
は
今
年
の
新

語
・
流
行
語
と
漢
字
は
何
を
選
ぶ
だ

ろ
う
か
？

今年の動きはこの言葉で

光があれば影があるのは……

ど
う
過
ご
し
た
か
の
判
定
は


